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平成２９年川西町議会第２回定例会会議録 (開 会) 

 招集年月日   平成２９年６月８日 
 

 招集の場所   川 西 町 役 場 議 場 
 

 開 会        平成２９年６月８日   午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員      １番  松村定則    ２番  安井知子   ３番   福西広理  
 

  ４番  伊藤彰夫    ５番  石田三郎   ６番   今村榮一  
 

  ７番  松本史郎    ８番   寺澤秀和  ９番   森本修司  
 

  10番  中嶋正澄   11番   芝  和也   12番   大植  正  
 

 欠 席 議 員         
 

 地方自治法第   町 長 竹村匡正           副町長 森田政美 
 

 121条の 規定   教育長 山嶋健司       理事 藤井隆弘    
 

 により説明の  総務部長 西村俊哉     福祉部長 奥 隆至 
 

 ため出席した  教育次長 栗原 進     水道部長 福本哲也 
 

 者の職氏名  総務課長 石田知孝  

   
 

    
 

    
 

   監査委員 木村 衛 
 

 本会議に職務 議会事務局長  安井洋次 
 

 のため出席し モニター係  篠原愛子  野口明日香 
 

 た者の職氏名          
 

 本日の会議に   別紙議事日程に同じ 
 

 付した事件  
 

 会 議 録 署 名         議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 議員の氏名      １番 松村定則 議員 ２番 安井知子 議員 
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川西町議会第２回定例会（議事日程） 

 
平成２９年６月８日（木）午前 10時 00分開会  

日  程  議案番号  件            名  

      

第 １   会議録署名議員の指名  

      

第 ２   会期の決定  

      

第 ３   諸報告  

     議会報告  

  報告第３号  平成28年度川西町一般会計繰越明許費繰越計算書  

  報告第４号  平成 28年度川西町介護保険事業勘定特別会計繰越明許費繰

越計算書  

  報告第５号  平成 28年度川西町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越

計算書  

  報告第６号  定期監査報告について 

第４ 承認第３号  平成28年度川西町一般会計補正予算の専決処分について 

第５ 承認第４号  平成28年度川西町国民健康保険特別会計補正予算の専決処分

について 

第６ 承認第５号  平成28年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算の専決処

分について 

第７ 承認第６号  平成28年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算の専決

処分について 

第８ 承認第７号  平成 28年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予

算の専決処分について 

第９ 承認第８号  平成 29年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予

算の専決処分について 

第 10 承認第９号  川西町税条例の一部を改正する条例の専決処分について 

第 11 承認第10号  川西町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分

について 

第 12 承認第11号  川西町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の

専決処分について 

第 13 議案第28号  平成29年度川西町一般会計補正予算について 

第 14 議案第29号  平成29年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

第 15 議案第30号  平成29年度川西町水道事業会計補正予算について 

第 16 議案第31号  平成29年度川西町下水道事業会計補正予算について 

第 17 議案第32号  川西町行政不服審査会条例の制定について 
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第18 議案第33号  川西町放課後児童健全育成施設設置条例の一部を改正する条

例について 

第 19 議案第34号  川西町下水道条例の一部を改正する条例について 

第 20 選挙第４号  川西町選挙管理委員会の委員の選挙について 

第 21 選挙第５号  川西町選挙管理委員会の補充員の選挙について 

第 22 同意第２号  川西町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第 23 同意第３号  川西町農業委員会委員の任命について 
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（午前１０時００分   開会）  

議   長（森本修司君）   皆さん、おはようございます。  

これより平成２９年川西町議会第２回定例会を開会いたします。  

ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって議会は成立

いたしましたので、これより会議を開きます。  

町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   議員の皆様、おはようございます。  

本日ここに、平成２９年川西町議会第２回定例会を開催いたしましたところ、

議員各位におかれまして は、公私何かと御多用の中、御出席を 賜り、まことにあ

りがとうございます。  

また、平素より町政運営に関しまして格別の御理解、御協力を賜っておりますことに厚

く御礼申し上げます。 

さて、本定例会に提案いたしておりますのは、平成２８年度並びに平成２９年度一

般会計及び特別会計補正予算の専決処分承認案６件、 条例改正の 専決処分承認案

３件、平成２９年度一般会計及び特別会計補正予算案４件、条例の 制定並びに改

正案３件、選挙案２件、同意案２件 につきまして御審議をお願いするものでござ

います。  

何とぞよろしく 御審議いただきますようお願い申し上げまして、開会の御挨拶

とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１番  松村定則君及び

２番  安井知子君を指名いたします。  

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

本定例会の会期は、本日より２０日までの １３日間といたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、本定例会の会期は、本日より ２０日まで

の１３日間と決定いたします。  

日程第第３、諸報告に入ります。  

報告第３号、平成２８年度川西町一般会計繰越明許費繰越計算書、報告第４号、

平成２８年度川西町介護保険事業勘定特別会計繰越明許費繰越計算書及び報告第

５号、平成２８年度川西町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書をお手

元に配付いたしておりますので、御清覧おき願います。  

次に、報告第６号、 平成２９年３月から 平成 ２９年５月期ま での例月出納検査

の結果報告が提出されましたので、木村監査委員より報告を求めます。  

木村監査委員。  

監査委員（木村  衛君）   平成２９年３月期から平成２９年５月期に実施いたしまし

た例月監査の結果を御報告申し上げます。  
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地方自治法第２３５条の２第１項並びに地方公営企業法第 ２７条の２第１項の

規定により、平成 ２８年度及び２９年度の川西町一般会計 及び 特別会計並びに企

業会計の出納及び予算の執行状況につきまして、 ３月期及び４月期は中嶋監査委

員とともに、５月期につきましては寺澤監査委員とともに 会計管理者並びに水道

部長に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿及び証拠書類を対照しながら説明を

受け、厳正なる審査を実施いたしました 結果、各会計における予算の執行並びに

現金の出納・保管などにつきましては、過誤もなく適正に行われているものと認

めましたので、御報告申し上げます。  

議   長（森本修司君）   報告が終わりましたので、これより議事に入ります。  

日程第４、承認第 ３ 号、平成２８年度川 西町一般会計補正予 算の専決処分につ

いてより、日程第１９、議案第３４号、川西町下水道条例の一部を改正する条例

についてまでの各議案につきましては、既に招集通知とともに配付しております

関係上、各位におかれましては熟読願って おりますので、この際、議案の朗読を

省略したいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、議案の朗読を省略いたします。  

お諮りいたします。  

日程第４、承認第 ３ 号、平成２８年度川 西町一般会計補正予 算の専決処分につ

いてより、日程第１９、議案第３４号、川西町下水道条例の一部を改正する条例

についてまでの承認案９件、議案７件 を一括上程としたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括上程といたします。  

議案の朗読を省略し、町長より提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）  それでは、今議会に上程いたしました議案等の提案要旨につ

いて御説明いたします。  

最初に、専決して執 行いたしました平成 ２ ８年度一般会計、 国民健康保険特別

会計、後期高齢者医療特別会計、 介護保険事業勘定特別会計、 住宅新築資金等貸

付事業特別会計の補正予算及び平成２９年住宅新築資金等貸付事業特別会計の 補

正予算につきまして御説明いたします。  

承認第３号、平成２８年度川西町一般会計補正予算についてでございます。  

まず、全体の概要を御説明します。２ページをお開き願います。  

歳入面では、町 税及 び税関係交付金 につ きまして 、収入見込 みによ り増減を行

っております。また、事業実績等に基づき、分担金及び負担金 、国庫支出金、県

支出金、繰入金及び町債を減額いたしました。  

次に、４ページを御覧ください。  

歳出面では、ほとん どの費目で事業の執 行残に伴う減額 補正 を行いましたが、

総務費においては、将来に備え、他の費目の減額分 ５ ,８８４ 万３ ,０００円を基
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金に積み立てることとしましたので、３６６万円の増額となっております。  

それでは、内容の説明をしてまいります。  

９ページを御覧ください。  

歳入の部につきまして、款１ .町税については、たばこ税の減少が見込まれるこ

とから６０万円の減額、款３ .利子割交付金は １１０万円の減額、款５ .株式等譲

渡所得割交付金は３２０万円の減額、款９ .地方交付税は６万１ ,０００円の増額

となっております。  

１０ページをお開き ください、款１０ .交通安全対策特別交付金は ７万９ ,００

０円の増額、款１１ .分担金及び負担金は実績により補正を行うもので、７３０万

円の減額、款１３ .国庫支出金ですが、これも実績により補正を行うもので、主に

防災安全交付金、地方創生加速化交付金等の減により 、３ ,４８５万６ ,０００円

の減額となっております。  

１１ページを御覧ください。款１４ .県支出金ですが、これも実績により補正を

行うもので、主に子どものための教育・保育給付費県費負担金、安心こども基金

事業補助金等の減により、１ ,３１５万９ ,０００円の減額となっております。  

１２ページをお開きください。款１６ .寄附金では、ふるさと応援の寄附金が増

えたため、４４万７ ,０００円の増額となっております。  

款１７ .繰入金では、地域集会所の建設、認定こども園の建設、用地買収未登記

部分に係る登記業務に係る原資として、自治振興基金、地域福祉基金 及び環境整

備基金の取り崩しを予定しておりましたが、当初予定より建設費等が少額で済ん

だことから、７ ,４５６万円の減額となっております。  

１３ページをご覧ください。款１９ .諸収入ですが、自治総合センターコミュニ

ティ助成金が不採択になったことにより、５０万円の減額となっております。  

款２０ .町債では、橋梁補修等の事業実績の減等により 、 ２ ,５２０万円の減額

となっております。  

次に、歳出の部ですが、１４ページをお開きください。  

先ほど全体概要の中でも御説明いたしましたが、款２ .総務費では、基金の積み

増し及び各種事業の実績見合いによる減で、都合、 ３６６万円の増額としており

ます。  

１５ページから１７ページを御覧ください。款３ .民生費では、更生医療費負担

金、老人保護措置費、保育委託料、保育所運営補助及び認定こども園整備補助 の

減等により、７ ,５８５万８ ,０００円の減額となっております。  

１７ページをお開きください。款４ .衛生費では、予防接種委託料、妊婦一般健

康診査費、分別収集指定袋購入費及びごみ処理委託料の減等に より、７２０万円

の減額となっております。  

１８ページをお開きください。款５ .農商工業費では、企業立地奨励金の支払い

実績により、５０万円の減額となっております。  

款６ .土木費では、社会資本交付金の減少に伴い、橋梁長寿命化対策工事や道路

舗装工事等の事業執行の一部見直し、また、公営住宅維持補修工事の執行 減等に
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より、５ ,５１１万３ ,０００円の減額となっております。  

２０ページをお開きください。款７ .消防費では、歳入でも説明いたしました自

治総合センターコミュニティ助成金が不採択になったことに伴い、財源の更正を

行っております。  

款８ .教育費では、パソコンの更新時期を１年延長したことによる使用料の減、

幼稚園中庭改修工事の執行時期を翌年度へ変更したことによる減、 川西小学校や

文化会館の管理費等の減により、２ ,１３５ 万１ ,０００円の減額となっておりま

す。  

２３ページをお開きください。款９ .公債費では、支払い利子において長期債の

実借入額及び金利に差額が発生したことにより、３５２万８ ,０００円の減額とな

っております。  

款１０ .諸支出金では、土地開発基金運用に係る利子が確定したことに伴い、２ ,

０００円の増額となっております。  

以上により、一般会計の歳入歳出につきましては １億５ ,９８８万８ ,０００円

の減額補正となり、この結果、平成２ ８年度の一般会計予算総額は、歳入歳出そ

れぞれ３９億７ ,４４５万３ ,０００円となります。  

なお、平成２８ 年度 一般会計の予算関係 としては、先ほどの 報告第 ３号の繰越

明許費繰越計算書のとおり、総務費においては 個人番号カード交付事業、 民生費

においては介護保険システム改修 事業及び臨時福祉給付金給付事業、土木費にお

いては公園維持管理事業費及び駅周辺整備事業費、教育費においては幼稚園園舎

外壁改修事業について、２ ８年度分の事業費を明許分として財源とともに繰り越

しさせていただいております。  

次に、承認第４ 号、 平成２ ８年度川西町 国民健康保険特別会 計補正予算につい

てでございます。  

これは、歳出におい て、 保険給付に係る 経費を実績見合いで 減額させていただ

いたもので、主に一般被保険者療養給付費、一般被保険者高額療養費、出産育児

一時金等を減額しております。また、国保連合会からの対象医療費などの額が確

定したことに伴い、高額医療費共同事業拠出金 及び保険財政共同安定化事業拠出

金を減額しております。歳入においては、国民健康保険税は増額となったものの、

これらの歳出に伴う国・県支出金及び交付金、繰入金の増減等により、歳入歳出

それぞれ５ ,７００万円の減となっております。  

以上により、平成２ ８年度同特別会計予 算の総額は、歳入歳 出それぞれ１２億

３１５万９ ,０００円となっております。  

次に、承認第５ 号、 平成２８年度川西町 後期高齢者医療特別 会計補正予算につ

いてでございます。  

これは、後期高齢者 医療広域連合への納 付金の減に伴うもの でございまして、

歳入・歳出それぞれ１２６万円の減額となっております。  

以上により、平成２８年度同特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２ ,

２２６万２ ,０００円となります。  
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次に、承認第６号、 平成２８年度川西町 介護保険事業勘定特 別会計補正予算に

ついてでございます。  

これは、歳出におい て、主に居宅介護サ ービス、 地域密着型 サービス、 施設介

護サービス及び介護予防サービス等の利用実績の減に伴う給付金・負担金の減 及

び給付事務で発生した剰余金の積み立て等でございます。歳入は、歳出減に伴う

国支払い基金、県負担金 及び繰入金の減となっておりまして、歳入歳出それぞ れ

２ ,００４万７ ,０００円の減額となっております。  

以上により、平成２８年度同特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億 ７ ,

４６８万円となります。  

なお、先ほどの報告 第 ４号の繰越明許費 繰越計算書のとおり 、介護保険システ

ム改修事業について、２８年度分の事業費を明許分として財源とともに繰り越し

させていただいております。  

次に、承認第７ 号、 平成２８年度川西町 住宅新築資金等貸付 事業特別会計補正

予算についてでございます。  

これは、平成２８年 度当初予算編成時に おいて２７年度歳入 の国庫補助１２７

万６ ,０００円を同年中に積み立てを行い、２８年度で取り崩しを行う予定として

いましたが、前年度中において繰上充用金と相殺を行ったため、今年度において

繰り入れする必要がなくなり、歳入歳出において１２７万６ ,０００円の減額を行

ったものです。  

以上により、平成２８年度同特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２ ,３６

４万４ ,０００円となります。  

続きまして、２９年 度予算において専決 して補正させていた だきました内容に

ついて御説明いたします。  

承認第８号、平成２ ９年度川西町住宅新 築資金等貸付事業特 別会計補正予算に

ついてでございます。  

４ページを御覧願います。  

これは、平成２８年 度会計の償還収入に 歳入不足が生じたた め、平成２ ９年度

会計から繰り上げ充用により補塡するもので、歳入歳出それぞれ１ ,２３９万７ ,

０００円増額しようとするものです。  

以上により、平成２９年度同特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ １ ,９４

２万円となります。  

以上が予算関係の説明でございます。  

続きまして、専決いたしました条例について御説明いたします。  

承認第９号、川西町税条例の一部を改正する条例についてでございます。  

これは、地方税法の 一部が改正されたこ とに伴い、地方自治 法第１７９条第１

項の規定に基づき、専決処分としたものでございます。  

３枚目の「条例の概要」を御覧願います。右の欄の概要を御覧ください。  

内容としましては、 主に町民税関係では 、上場株式等の配当 所得等に係る個人

住民税の課税方式の選択に係る所要の措置、固定資産税関係では、災害等による



 - 11 - 

特例措置、軽自動車税関係では、グリーンカー特例適用期限の２年間延長等を行

うものでございます。  

次に、承認第１０号 、川西町国民健康保 険税条例の 一部を 改 正する条例につい

てでございます。  

これは、地方税法施 行令の 一部が改正さ れたことに伴い、地 方自治法第１７９

条第１項の規定に基づき、専決処分としたものでございます。  

３枚目の「条例の概要」を御覧願います。右の欄の概要を御覧ください。  

内容としましては、 低所得者層の税負担 の軽減を図るため、 税軽減対象世帯の

拡大のための軽減安定所得基準の見直しを行うものでございます。  

次に、承認第１１号 、川西町 消防団員等 公務災害補償 税条例 の一部を改正する

条例についてでございます。  

これは、非常勤消防 団等に係る災害損害 補償の基準を定める 政令の一部が改正

されたことに伴い、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分とし

たものでございます。  

３枚目の「条例の概要」を御覧願います。右の欄の概要を御覧ください。  

内容としましては、 扶養親族がある場合 の補償基礎額の加算 額の改定及び加算

対象区分の見直しを行うものです。  

以上が専決処分の承認を求めるものでございます。よろしくお願いします。  

続きまして、議案第 ２８号、平成２９年 度川西町一般会計補 正予算から、議案

第３４号、川西町下水道条例の一部を改正する条 例の一部改正について御説明い

たします。  

まず、議案第２８号 、平成２９年度川西 町一般会計補正予算 についてでござい

ます。  

歳出の部です。６ページをお開きください。  

款２ .総務費  項１ .総務管理費におきまして、一般財団法人自治総合センターか

らの事業採択を受けたことに伴い、自治会に対するコミュニティ助成事業補助に

要する経費２５０万円の増額をお願いするものでございます。  

款４ .衛生費  項１ .保健衛生費では、川西町版ネウボラ事業の充実を図るため、

町職員において体制の強化を図ったことに伴い、新規に雇う必要がなくなったパ

ート保健師の賃金２９３万８ ,０００円の減、職員である臨床心理士が産休を取得

したことに伴う補充要員の賃金３１７万５ ,０００円の増、更新時期が到来した保

健センターの高圧受電設備を低圧受電に変更するための工事費１２９万６ ,０００

円の増、衛生費の合計といたしまして１５３万３ ,０００円の増額をお願いするも

のでございます。  

款５ .農商工業費  項２ .商工費では、唐院工業団地周辺の地権者意向調査結果を

踏まえた事業実施エリア予定地の平面測量 ・地形測量業務及び土地の鑑定業務の

委託に要する経費８７５万３ ,０００円の増、款８ .教育費  項６ .社会教育費では、

建物災害共済保険料 の改定に伴い、不足する文化会館及びふれあいセンターの保

険料２４万８ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  
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次に、歳入の部でございます。５ページをお開きください。  

款１３ .国庫支出金及び款１４ .県支出金におきましては、 歳出でも説明いたし

ましたが、川西町版ネウボラ事業の実施に際し職員体制を強化したことで、パー

ト保健師の採用が不要となり、当該事業費が減少したため、それぞれ９８万円の

減額をお願いするものでございます。  

款１８ .繰越金では、前年度の繰越金が当初より多く見込めるため、今回の補正

予算の財源として１ ,２４９万４ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

款１９ .諸収入では、これも歳出で説明いたしましたが、自治会に対するコミュ

ニティ助成補助に要する経費全額について、一般財団法人自治総合センターから

助成を受けたことにより、２５０万円の増額をお願いするものでございます。  

以上によりまして、歳入歳出それぞれ１ ,３０３万４ ,０００円の増額補正をお

願いするものでございます。これにより、平成２９年度の一般会計予算の総額は、

歳入歳出それぞれ４４億８ ,０４３万１ ,０００円となります。  

次に、議案第２９号 、平成２９年度川西 町国民健康保険特別 会計補正予算につ

いてでございます。  

４ページをご覧ください。  

歳出といたしまして、款１ .総務費では、平成３０年４月からの国民健康保険制

度改正に関連したシステム改修委託料４５万２ ,０００円の追加をお願いするもの

でございます。このシステム改修委託料につきましては、財源として国の補助金

を充当するとともに、当初予算時には補助対象外であったシステム改修経費につ

いても全額補助対象となったことから、歳入といたしまして、款３ .国庫支出金で

は１３２万５ ,０００ 円の増額、款９ .繰入金では、財政調整基金からの取り崩し

が不要となったことから、８７万３ ,０００円の減額をお願いするものでございま

す。  

以上によりまして、歳入歳出それぞれ４５万２ ,０００円の増額補正をお願いす

るものでございます。これにより、平成２９年度同特別会計予算の総額は、歳入

歳出それぞれ１２億１ ,０９８万９ ,０００円となります。  

次に、議案第３０号 、平成２９年度川西 町水道事業会計補正 予算についてでご

ざいます。  

３ページをご覧ください。  

資本的収入でございますが、款１ .資本的収入  項３ .補助金につきまして、広域

化事業に係る水道施設等耐震化補助金の交付決定により、４７９万９ ,０００円の

追加をお願いするものでございます。  

以上により、資本的収入第１款資本的収入は、８９９万９ ,０００円となります。 

次に、議案第３１号 、平成２９年度川西 町下水道事業会計補 正予算についてで

ございます。  

３ページをご覧ください。  

収益的支出でございますが、款１ .下水道事業費用  項２ .営業外費用につきまし

て、地方公営企業法適用初年度は新設法人は消費税の免税事業者となることから、
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８９８万２ ,０００円の減額をお願いするものでございます。  

以上により、収益的支出第１款下水道事業費用は、２億６ ,８０８万３ ,０００

円となります。  

以上が平成２９年度の補正予算関係であります。  

続きまして、条例の 制定や一部改正等、 予算外の議案につい て御説明いたしま

す。  

議案第３２号、川西町行政不服審査会条例の制定についてでございます。  

１枚おめくりくださ い。これは、行政不 服審査法の改正によ り、地方公共団体

に行政不服審査会の設置が義務づけされたことに伴う条例の制定でございます。

本町における行政不服審査会の設置及びその運営に関し、必要な事項を規定して

おります。  

次に、議案第３３号 、川西町放課後児童 健全育成施設設置条 例の一部改正につ

いてでございます。  

１枚おめくりくださ い。これは、平成２ ８年より夏休み等の 長期休暇時のみの

学童保育所利用制度を新たに設けましたが、当該制度利用時の保育料金を条例で

明確にするための改正でございます。  

次に、議案第３４号、川西町下水道条例の一部改正についてでございます。  

１枚おめくりくださ い。これは、下水道 事業の地方公営企業 法適用に伴い、川

西町水道事業及び下水道事業の設置に関する条例との整合を図るため、町長を管

理者に名称変更を行う改正でございます。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）    

お諮りいたします。  

ただいまの承認第３ 号、平成２８年度川 西町一般会計補正予 算の専決処分につ

いてより、議案第３４号、川西町下水道条例の一部を改正する条例についてまで

の１６議案についての討論を省略し、各関係委員会に付託することに御異議ござ

いませんか。  

       （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）  異議なしと認め、厚生、総務・建設経済各常任委員会に付託

いたします。  

なお、各委員会の開 催は、既に配付して おりますとおりお取 り計らいください

ますようお願い申し上げます。  

続きまして、日程第 ２０、選挙第４号、 川西町選挙管理委員 会の委員の選挙に

ついて及び日程第２１、選挙第５号、川西町選挙管理委員会の補充員の選挙につ

いてを一括議題といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

お諮りいたします。  

選挙の方法といたし ましては、議長より の指名推選とするこ とにいた したいと
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思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、議長よりの指名推選といたします。  

それでは、選挙管理 委員会の委員には、 河村一哉君、木寅學 君、吉田昌廣君、

藤田一郎君、以上の方を指名いたします。  

お諮りいたします。  

ただいま指名いたし ました方を選挙管理 委員会の委員の当選 人と定めることに

御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認めます。  

よって、ただいま指 名いたしました河村 一哉君、木寅學君、 吉田昌廣君、藤田

一郎君、以上の方が選挙管理委員会の委員に当選されました。  

続いて、選挙管理委 員会の補充員には、 上田修三君、吉崎登 佐夫君、西本照雄

君、岡西敏雄君、以上の方を指名いたします。  

お諮りいたします。  

ただいま指名いたし ました方を選挙管理 委員会の補充員の当 選人と定めること

に御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認めます。  

よって、ただいま指 名いたしました上田 修三君、吉崎登佐夫 君、西本照雄君、

岡西敏雄君、以上の方が選挙管理委員会の補充員に当選されました。  

次に、補充の順序についてお諮りいたします。  

ただいま指名いたしました順序にしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認めます。  

よって、補充の順序は、今指名いたしました順序に決定いたしました。  

日程第２２、同意第 ２号、固定資産評価 審査委員会委員の選 任について及び日

程第２３、同意第３号、川西町農業委員会委員の任命についての２議案を一括議

題といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）  続きまして、同意第２号、川西町固定資産評価審査委員会委

員の選任についてでございます。  

現在、固定資産評価 審査委員会の委員と して就任いただいて おります杉岡良宏

委員の再任につきまして、御同意を願うものでございます。  

続きまして、同意第３号、川西町農業委員会委員の任命についてでございます。 

農業委員会委員の任 期が平成２９年７月 １９日で満了するこ とに伴い、農業委
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員会等に関する法律第８条第１項の規定に基づき、安井秀行氏、吉村利一氏、島

田博司氏、竹村元秀氏、矢部智氏、浅井秀男氏、巽和好氏、木本久治氏、上田和

幸氏、上原大洋氏、石橋一泰氏、小森博文氏、堀内甚三氏、奥村孝一氏の１４名

について、農業委員への任命につき御同意を願うものでございます。  

これらの方々につき ましては、自治会よ り推薦をいただき、 川西町農業委員候

補者評価委員会で審査を行ったところ、農 業に関する識見を有し、農業委員会の

職務を適切に行うことができるとの報告を受けております。  

以上でございます。何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   ただいま説明のありました同意第２号及び同意第３号につ

いて質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   質疑がないようですので、討論を省略し、採決いたします。  

お諮りいたします。  

同意第２号、固定資 産評価審査委員会委 員、杉岡良宏氏の選 任について、同意

することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、本案件は、原案のとおり同意することに

決しました。  

続きまして、日程第 ２３、同意第３号、 川西町農業委員会委 員の任命について

を議題といたします。  

お諮りいたします。  

先ほど町長より朗読 がありました１４名 の方々を任命するこ とに御異議ござい

ませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、原案のとおり任命することに決定いたし

ました。  

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。  

本日はこれにて散会 し、明日から１１日 までは休会とし、６ 月１２日午前９時

に再開いたします。  

ありがとうございました。  

         （午前１０時３８分  散会）  
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（午前９時００分  再開）  

議   長（森本修司君）   皆さん、おはようございます。  

これより平成２９年川西町議会第２回定例会を再開いたします。  

ただいまの出席議員 は１２名で、定足数 に達しております。 よって、議会は成

立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、一般質問に入ります。  

それでは、質問通告順により、順次質問を許します。  

２番  安井知子君。  

２番議員（安井知子君）   議長の許可を得まして、一般質問させていただきます。  

債権管理について。  

川西町において平成２７年７月より債権管理課ができました。現在、同課では、

川西町の未収債権額の約９割、１１５件、約９ ,０００万円を抱えています。（平

成２９年分は除く）これらは特定滞納者として、複数の債務を持っている人たち

を債権管理課で管理をしているそうです。残りの１割は担当課が管理しています。  

公平性の原則から、未収入金を回収することは必要です。  

ここで質問します。  

１、家賃において、 毎年３月に町営住宅 入居者収入 申告書を 出さない人に対し

最高の家賃を課し、それを債務として累積していくと、短期間で多額の債務にな

ります。収入が少なく、家賃を滞納してしまった人にとっては、過酷な問題にな

ります。規則は規則として、収入が少なかったことが確認された時点で、家賃を

応能応益方式で計算し直し、債務額を減らしてやることはできませんか。  

それより高額な債務になってしまう前に、何とか善処する方法はないのですか。

ここで、職員の力量、思いやりの心が生きてくるはずです。  

２、会社を退職した 翌年は、町県民税、 社会保険料等が前年 度収入で計算され

るため、高額に決定されます。それを納めなかった人に対し、預貯金調査をし、

延滞金を加算して、約倍の金額を通帳から引き落としされたことが過去にありま

した。決してルール違反ではありませんが、延滞金が約倍になるまで、なぜ置い

ておくのですか。どうせ通帳から強制引き落としをするなら、延滞金の少ない時

点で実行しては。  

３、平成２８年夏、 水道料金を滞納され た人に対し、水道の 供給を止められま

した。規則とはいえ、真夏に。一瞬驚きました。季節を考える思いやりはありま

せんか。町の滞納管理には、町民の生活や福祉を守る義務があるのではないで す

か。  

４、その他未収入金 を回収したとき、各 課で発生した延滞金 は合計して雑収入

として計上するのですか。決算時、議案書のどの部分に記載されていますか。年

間どれくらいの金額になりますか。  

現在、日本の国保加 入者の多くの人が年 所得２００万円程度 で生活しておられ

るそうです。片や、地球の３５億５ ,０００万人分と同じ財産をたった８人で持っ

ているとの事実。格差は大きくなるばかりです。私も老後が心配です。ここで、
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町長の「優しく  住みやすい川西町」の言葉を信じ、思いやりのある町政を求める

ものです。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   安井議員の御質問にお答えいたします。  

債権管理についてで ございます。まず、 住宅家賃についてか らお答えしたいと

思います。  

翌年度の町営住宅の 家賃決定は、前々年 の収入を基準に算出 します。決定まで

のタイムスケジュールは、毎年１０月に収入申告書の提出を求める通知を入居者

に発送し、２月に収入認定通知を発送します。このとき低収入基準に該当する方

には減免申請書を同封し、減免申請の提出を求め、３月に家賃決定と減免決定を

行っております。  

議員お尋ねの収入申 告書未提出者に対し て最高家賃を課すと いうことは公営住

宅法で定められており、収入申告書の提出は、入居者として必ず行っていただか

なければならないこととなっております。  

しかし、議員の御指 摘のとおり、公営住 宅入居者にとって最 高家賃の負担は相

当のものと理解はしており、２月の収入認定通知を送付するまでに再三にわたり

注意と催促を行っております。また、２月以降においても、収入申告書未提出者

には収入申告書の提出を求めており、最大、新年度の９月末日までに提出いただ

ければ、４月にさかのぼって使用料の再計算を行うという、町としてはでき得る

限りの救済措置も設けております。  

さらに、退職や病気 等により当該年の収 入が激減するなどの 状況が生じている

場合には、離職証明や診断書等の証明書類を添えて減免申請をいただくことで対

応いたしております。  

今後も、高額な家賃 滞納とならないため に、対象の方には収 入申告書の提出や

減免申請を行うよう、働きかけを強めていきたいと考えております。  

２番目の滞納処分の 執行時期についての 御質問でござ います が、通常、納期限

までに納付がない場合には、２０日以内に督促状の送付を行い、督促状に記載さ

れた指定期限までに納付のない場合には、電話での催告や文書による催告書の送

付を行うことになります。そして、催告書を送って納付のない場合は、臨戸徴収

や文書等での来庁指示を行い、納付相談等を行いますが、支払い能力がありなが

ら納付意思のない方については、財産調査を行い、滞納処分を行うことになりま

す。しかし、中には居所不明や財産調査を行っても財産を見つけられない方など、

すぐに滞納処分を行えない場合がありますので、そういう方については、その期

間、延滞金が発生することになります。  

金融機関への預貯金 調査ですが、いろい ろな金融機関があり 、また、氏名や住

所等が登録されているものと少しでも違っている場合、該当者なしとなり、 転々

と住所を変えておられる方などについてはかなり困難な調査となりますので、御

質問のように延滞金が多額になるのは、申し上げたような事由により、預貯金調

査に時間がかかったケースだと思われます。  
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町といたしましては 、質問のように滞納 処分が必要なケース については、延滞

金が多くなる前に早期に着手し、また、延滞金が発生する前に自主納付していた

だけるよう取り組んでいきたいと思料するところでございます。  

３番目の水道料金の 滞納についてでござ いますが、独立採算 の水道事業では、

原則として、未納のため最終的に回収不能となる料金をほかの会計で補塡される

ことはないため、不能欠損額の増大は、事業の運営に支障を来す直接の原因とな

ります。また、収益者負担の公平性の観点からも、料金の徴収については 、より

公平・厳格な姿勢で取り組んでおります。  

水道料金を滞納され ると督促、督促でも 払われないと催告、 それでも払われな

い場合は給水停止予告をし、給水停止処分の執行という流れになります。 本町に

おいて給水停止は、川西町水道料金等滞納整理事務手続要領の第６条で、１、過

去１年間において４カ月分の滞納があるとき、２、徴収上時期を失すると徴収で

きなくなるとき、３、納入指導に従わないとき 、となっております。また、給水

停止の執行については、本人と面談して実施しております。  

御指摘の件について は、本人と何度も面 談をし、水道料金の 納入について交渉

を重ねておりました。また、納付誓約書の提出が本人よりあったため、給水の停

止猶予をしていたものでございます。それにもかかわらず、納付 誓約が履行され

ることなく、未納に対する明確な理由もなかったことから、やむなく給水停止を

したものでございます。加えまして、給水停止に際し、約１カ月前に給水停止予

告通知をした上、本人と２回の面談も実施しております。  

なお、独立採算制と はいえ、自治体で運 営している水道事業 でありますので、

給水停止対象者が、１、料金の一部を納入し、かつ残額について納付誓約書の提

出があったとき、２、財産が天災、火災もしくはその他災害を受け、または盗難

等により料金等を納入することができないと認められるとき、３、本人または同

居の親族が負傷及び疾病等により料金等を納入することができないと認められる

とき等については、前述の要領第８条により、給水停止を猶予しております。  

給水停止については 、このようにでき得 る限り給水停止予定 者の生活事情も考

慮して行い、収益者負担の公平性を維持する観点との両立を図っているものでご

ざいます。  

４番目の延滞金の歳 入科目についての御 質問でございますが 、町税の延滞金に

つきましては、一般会計の款 .諸収入  項 .延滞金加算金及び過料  目 .延滞金の費目

で歳入処理されており、平成２７年度決算額は４６万７ ,６２８円でした。特別会

計につきましても、各会計の款 .諸収入  項 .延滞金加算金及び過料  目につきまし

ては若干文言が変わるものもありますが、延滞金の費目で歳入処理されており、

平成２７年度決算額は、国保税で３３万７ ,４００円、後期３ ,９００円、介護７ ,

９００円となっております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   安井議員。  

２番議員（安井知子君）   町において、救済措置として納期限の延長、徴収の停止、債
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務の免除等、福祉的相談業務をしていただいていると思います。先日、大淀町に

おける町税徴収事務で不適切な不能欠損処分が行われたとの問題で 、町長個人が

７５０万円を弁済されたと報道がありました。このようなことは川西町であって

はならないこと。また、債権管理担当者は、債務者との決まり事をお互いに守る

べきで、娘に連絡したり、返済額を一方的に５ ,０００円アップする旨の案を伝え

てくる等、通常の見直しであったとしても、債務者はいつも負の心で対応されて

いるため、怖いと思ってしまわれる。  

しかし、その一方で 、債権管理担当者に も誰も気づかないつ らさがあることに

今回気づかされました。誰も人に嫌われたくはない。でも、成績を上げると債務

者から憎まれる。他の課にない厳しさ、結果だけでは計り知れない事情があるは

ず。  

今後、この課を維持 管理されるに当たり 、もろもろの問題点 を両面から、町長

だからこそわかってあげていただきたいものです。  

終わります。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  今のお話の中で、債権の返済の増額の交渉についてでござい

ますが、これはあくまでも交渉でございます。住民の方の生活状況や返済してい

く余力、資力、財産等鑑みながら交渉しておりますので、一方的な措置ではない

ということだけは申し伝えておきたいと思います。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   １番  松村定則君。  

１番議員（松村定則君）   議長の許可をいただきましたので、質問させていただきます。  

川西町では、町と民間事業者等がお互いに連携して、普段の業務や活動の中で、

ひとり暮らしの高齢者の方を優しく見守り支えていく「高齢者見守りネットワー

ク事業」が進められておりますが、家庭内での転倒事故や急病などの緊急時には、

迅速な連絡や通報ができない可能性が危惧されています。  

見守りに関しての一 つの提案ですが、高 齢者向けの見守りネ ットワークの一つ

として、緊急通報装置及び熱感知センサーの導入について提案させていただきま

す。  

川西町では、押しボ タン式の緊急通報装 置を導入されており ますが、熱感知 セ

ンサーの機能を付加することにより、心疾患や転倒による骨折などで御自身が緊

急ボタンを押せなくても、人感センサーの検知データにより、高齢者の体調異常

などの通知も可能になります。高齢者宅に設置した人感センサーなどで異常を検

知すると、警備会社などから家族や地域の協力者に通報する仕組みで、緊急時の

対応、地域連携対応が可能です。  

既に導入している自 治体もありますので 、在宅におけるひと り暮らしの高齢者

やその家族が安心して生活できるように、地域住民と行政が一体となって見守り、

人的・物質的な社会資源を有効に活用し、継続性のある地域包括ネットワークを

確立させ、不測の事故、災害の防止を図ることが大切です。  
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地域包括ネットワー クの一助として活用 を検討されてはいか がでしょうか。町

長のお考えをお聞かせください。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   松村議員の御質問にお答えいたします。  

緊急通報システムで ございますが、１９ ８８年に、当時の厚 生省による補助制

度をきっかけとして、全国の自治体に普及したものでございます。  

現在の地域支援事業 の補助金交付要綱で は、２４時間体制で のオペレーター対

応が必要とされており、緊急通報があった場合に、専門的知識を持った専門員が

家の中に入らなければ対処できないため、２４時間年中無休で駆けつけられる協

力者を設定したり、窓を壊す同意書をもらったり、鍵を預かる等の対応が必要と

なっております。また、個人でスマホアプリを利用し、家族を見守るネットワー

クカメラや、ポットやドアセンサー等の販売や、ガスや電気使用量からの見守り

サービスなどもございます。  

認知症高齢者のひと り暮らしや高齢者世 帯の増加、地域社会 や家族構成の変化

など、介護保険制度では対応できない生活支援ニーズや社会的孤立、貧困を背景

とする深刻な生活課題が顕在化しております。  

こうしたニーズへの 対応には、公的制度 だけでなく、助け合 いの理念に基づく

住民活動による取り組みや、互いに支え合う地域づくりが不可欠となってきてお

ります。  

団塊の世代が後期高 齢者に突入する２０ ２５年をめどに、住 民自身が暮らし続

けたいと思う地域の姿を描き、さまざまな形で参画し、専門職、専門機関や自治

体、企業等と協働して支えていく、地域の生活支援の仕組みづくりである地域包

括ケアシステムの構築を進めております。  

その中で、高齢者の 居住安定にかかわる 施策との連携につき ましては、施策の

検討には至っていない状況ではありますが、要介護の高齢者及び高齢者の単身世

帯、認知症の高齢者や介護予防の対象となる虚弱な高齢者も増加し、高齢者の尊

厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で自分ら

しい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、地域の包括的な支援やサ

ービス提供体制である「川西らしい仕組みづくり」を検討していきたいと思って

おります。  

川西町の高齢者単身 世帯や高齢夫婦世帯 に対する施策といた しまして、食の自

立支援サービス、配食サービスによる見守り、高齢者見守りネットワーク事業に

よる見守りとして、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を送っていただける

よう、町と民間事業者がお互い連携して、普段の業務や活動の中でひとり暮らし

の高齢者などの様子を気にかけていただき、高齢者の様子が心配と感じたとき、

役場や警察、消防に連絡・相談いただき、速やかに支援を行っており、新聞配達

店や燃料店、農協、銀行など、平成２９年４月現在、２３の事業所に登録いただ

き、高齢者の見守りを行っております。また、民生 ・児童委員さんによる地域の

見守り活動も行われているところでございます。  
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地域包括ケアシステ ムの構築を進めてい く中で、まずは地域 での見守り活動を

最優先しながらも、ひとり暮らしの高齢者の見守りを補完する意味でも、地域支

援事業の補助金交付要綱にのっとった形での２４時間体制でのオペレーター対応

型事業を続けていきたいと思います。  

また、議員御提案の オプション的サービ スについても、ニー ズに応じた形で独

自の要綱を作成するなど、今後の検討事項とさせていただきたいと思っておりま

すので、御理解いただきたいと思います。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   松村議員。  

１番議員（松村定則君）   御回答ありがとうございます。  

実は、私の地域の方 で、ひとり暮らしで 自宅で転倒して骨折 という事例もあり

ました。その方は本人から電話通報で入院されたわけなんですけれども、それが

できない場合のことを考えますと、このセンサーの持つ意味は大きいのかなと。

付加することによって、ガス漏れ、火災報知機の機能もついております。ぜひと

も導入に向けて御検討をよろしくお願いいたします。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   ４番  伊藤彰夫君。  

４番議員（伊藤彰夫君）   議長の許可を得ましたので、質問いたします。  

さきに通告してありますように、川西町第３次総合計画についてであります。  

川西町第３次総合計画は、１０年後の川西町の将来像を「安心  すくすく  豊か

な心を育む“かわにし”」と定め、４つのまちづくりの基本方針をもとに３２の

施策に分類し、それぞれ現状の中から課題を抽出して 、施策の取り組み方針が策

定されました。計画策定に当たっては、総合計画審議会において慎重審議を重ね

られたもので、非の打ちどころのない計画ができ上がったのではないでしょうか。  

さきの３月議会では、第３次総合計画基本構想が議案として上程され、全員賛

成で承認しました。町長は、１期目の４年間、川西町の現状を見てこられました。

そこには、子ども・子育て、学校教育や社会教育、医療や介護、高齢者・障害者

福祉、道路整備や交通安全、防災・防犯など、さまざまな課題に直面されたこと

と思います。そして、現状と課題を踏まえて、安心で住み よい川西町を目指して

今後の町政方針を第３次総合計画にまとめられたのだと思います。  

そこで、３点お尋ねいたします。  

まず１点目は、第３次総合計画は、住民の意見、審議会、役場内の本部会議、

課長会議など、多くの方々の知恵が集まったものと思いますが、町長自身、計画

策定に当たってどのように感じられていたのか、第３次総合計画への思いを改め

てお尋ねいたします。  

２点目は、川西町第３次総合計画は、町政運営の方針を示した最上位の計画と

位置づけられています。総合計画のカラー刷りの冊子ができ上がって、これで完

成ではありません。計画を実現させる施策の実施は、これからがスタートなので

す。第３次総合計画には３２の施策があって、施策ごとに取り組み方針が示され、
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全体で見ると１０３の方針が示されています。継続施策もありますが、新規施策

も多数あります。ほとんどの課が取り組み方針の担当課になっています。課長を

トップに、課員全員が協力し合って取り組んでいかなければならないと思います。  

今後は、たくさんの方針を推進していくための体制づくりと人材の確保が必要

と考えますが、既に備えは進んでいるのでしょうか。お尋ねします。  

３点目は、第３次総合計画も第２次同様に、前期５年、後期５年に分けられて

います。第２次では、施策の成果や進捗状況は、５年後の後期計画策定時に知る

ことができました。第３次総合計画では、ＰＤＣＡサイクルによって進捗管理を

行うこととされていますが、３２の施策、その１０３の取り組み方針がどのよう

に進められているのか、年度ごとに報告を受けることはできるのでしょうか。可

能ならば、予算・決算のない６月議会または１２月議会の委員会で、担当課長か

ら取り組み内容と進捗状況を報告していただくことを提案したいと思います。  

以上３点について、町長のお考えをお聞かせください。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   伊藤議員の御質問にお答えいたします。  

川西町第３次総合計 画についてでござい ますが、議員のお述 べのとおり、総合

計画策定には、住民に川西町の将来像、まちづくりのキーワードについて話し合

ってもらう住民ワールドカフェの開催、また、川西町のこれまでの施策に対する

満足度や重要度、各施策に関する住民行動、認識などの住民アンケート調査を実

施させていただきました。私も住民ワールドカフェを拝見させていただき、川西

町の将来について参加者には真剣に考えていただき、まちづくりに対する数多く

の意見に感銘を受けました。  

また、役場内の各担 当課長による課長会 議において計画素案 の検討、私も含め

副町長、教育長、部長職で構成する本部会議において計画素案について検討・議

論を積み重ね、各種団体の代表者、学識経験者で構成された総合計画審議会にお

いて計画の審議をいただくなど、さまざまな方々からの数多くのアイデア、貴重

な意見が反映された計画であると感じております。  

住民と行政が思い描く１０年後の町の将来像として「安心  すくすく  豊かな心

を育む“かわにし”」を定め、４つの活力プランを基本方針とし、施策、取り組

み方針、事務事業が組み込まれており、成果指標が設定されていますので、目標

達成に向けた取り組みを推進することが重要であると痛感するとともに、第３次

総合計画は住民と行政がともに作成した計画であると認識し、策定に携わってい

ただいた方々の御意見を重く捉え、各施策に取り組むとともに、川西町の人には

「住んでいてよかった」と思えるようなまち、町外の人には「川西町に住んでみ

たい」と思ってもらえるまち、住民の皆様が住む喜びを実感できるまち川西を目

指してまいる所存でございます。  

また、総合計画の推 進の体制及び人材確 保についてでござい ますが、３２の各

施策については、現行の人員体制で取り組んでいく考えですが、各事業に ついて

はこれから取り組んでいくことでもございますので、その進捗について、今後い
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ろいろな課題も出てくると思われます。そのような状況を把握しながら、人員体

制についても柔軟に対応してまいりたいと考えております。  

取り組み内容と進捗 状況の報告について でございますが、計 画を策定した後、

進捗管理を行うことは、迅速かつ効果的な行政経営につながります。評価制度に

ついては調査・検討中ではございますが、施策別の成果指標等が設定されており

ますので、総合計画の具体的な施策の取り組み状況については、各種団体などの

外部委員で構成する総合計画審議会において進捗管理に関すること、総合計画の

推進に関することについて毎年検証し、今後の取り組み方向性について意見また

は助言をいただきたいと考えております。  

議会に対しましても 、取り組み内容及び 進捗状況につきまし て、審議会での検

証状況によりますが、年１回は各施策の進捗状況等について報告し、意見、助言

を賜ってまいりたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   伊藤議員。  

４番議員（伊藤彰夫君）   この第３次総合計画の策定に当たりまして、住民と行政とが

一緒になって作成したということで、町長の思いもよくわかりました。  

また、施策の推進体 制も今後柔軟な対応 で取り組まれていく とのこと、また、

議会にも進捗状況の報告をしていただけるとのこと、これらを十分理解しました。  

第３次総合計画の施策の実施による１０年後の川西町を期待しております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   ３番  福西広理君。  

３番議員（福西広理君）   議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただ

きます。  

庵治調整池整備工事の現場で確認された有害物質についてでございます。  

本年の４月ごろ、本 町結崎地内で奈良県 が実施している雨水 調整池整備工事に

おいて、地中に廃棄物が確認され、地下から湧き出した水からはダイオキシン類

対策特別措置法に定める排出基準を超過するダイオキシン類、水質汚濁防止法に

定める排水基準を超過する鉛及びその化合物を検出したと発表がありました。廃

棄物及び汚染水は適切に処理し、周辺への健康被害のおそれはないとの見解を奈

良県は示されております。  

しかし、川西町でも 田植えの季節が始ま っており、これから 多くの農家の方が

寺川の水を利用して稲作をされるわけですが、問題の発覚した場 所は、寺川や用

水路に隣接しており、汚染水が河川に流入していないかとの懸念があります。  

安心して本町の農家 の方々に農業を営ん でいただくためにも 、いつ、どの地点

で、どのような方法で水質調査をし、検査結果の数値はどうだったのかを住民に

示すべきと考えますが、本町の対応策はどのようになっているのか、お伺いいた

します。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   福西議員の御質問にお答えいたします。  
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庵治調整池整備工事の現場で確認された有害物質についてでございます。  

平成２９年４月１４日付で報道のあった寺川庵治調整池の有害物質については、

ダイオキシン類が排出基準の最大７ .９倍、鉛及びその化合物が排出基準の最大２ .

１倍が検出されております。  

本町には報道発表前 に奈良県中和土木事 務所より経緯の報告 と今後の対応方法

についての説明があり、その内容を踏まえた上で、町の要望をつけ加え、地元、

直接隣接する出屋敷地区に説明を行っていただいたところでございます。  

経緯といたしまして 、当該場所はもとも とが河川敷であり、 昭和４０年ごろか

らビニール類、ガラス、鉄、木くず、燃え殻等の廃棄物が投棄 されていたと考え

られます。このたび県による浸水被害軽減を目的とした調整池設置工事の着手に

当たり、平成２８年１０月から１１月に地下から湧き出した水を調査したところ、

排出基準を超過するダイオキシン類及び排水基準を超過する鉛及びその化合物が

検出されたものでございます。原因としては、長年埋没していた廃棄物によるも

のと考えられます。  

県の工事は、調整池 の周囲に矢板を打ち 込み、地盤改良を施 し、コンクリート

で覆う予定をしております。さらには、掘削により確認した地中の廃棄物及び発

生する水については全て処分場に搬出しますので 、寺川に発生水が流入すること

はなく、農作物や周辺への健康被害のおそれはないと考えられております。  

町では、農家の方々 に安心して農業を営 んでいただくため、 地盤改良前に土壌

調査、工事完了後に調整池の水質検査を実施してもらえるよう県に要望を行い、

承諾をいただいているところでございます。  

また、あわせて寺川 の水質検査について も工事完了後に実施 していただき、町

としましては、これらの検査結果を取り寄せ、寺川及び調整池の水質に問題がな

いことを確認してまいりたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   福西議員。  

３番議員（福西広理君）   ただいまの御答弁では、これから奈良県が行う工事において

は汚染水の流出を防 ぐ対策をとり、水質 検査も行っていただ くとのことですが、

現時点で汚染物質が 周辺流域に漏れ出し ていないかという調 査は行われていない

のか、また、行われ ていないのであれば 、本町独自で調査を 行う予定はないのか

ということ、さらには、本町職員は現地に赴き、現場確認をとっておられるのか、

お伺いします。  

議   長（森本修司君）   藤井理事。  

理   事（藤井隆弘君）   今の御質問にお答えさせていただきます。  

まず、水質検査の状況についてお答えさせていただきます。  

毎月、県の環境政策 課が吐田橋付近にお いて寺川の水質検査 を実施しておりま

して、鉛については基準値以下となっております。しかし、ダイオキシン類に関

しましては最近の水質検査に含まれておらず、検査はしておりません。  

しかしながら、ダイ オキシン類は、性質 上、土壌に付着し、 水に溶けにくいこ
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とから、寺川への影響はほぼないと考えております。  

また、町長の答弁に ありましたとおり、 当該地は昭和４０年 ごろから廃棄物が

投棄されていたと考えられ、仮に寺川にダイオキシン類が雨水等 に溶けてにじみ

出ていた場合、今回の工事実施の有無にかかわらず、既に影響が出ていたものと

考えられますが、ダイオキシン類を調査した平成１２年、１５年、２０年の県の

水質検査では、全て環境基準以下となっております。  

さらに、今回の件の 工事により発生する 工事排水は全て処分 場に搬出すること

になっておりますので、寺川に当該排水が流れることはありません。  

以上のことから、寺 川の水質には問題が ないと考えておりま すが、一方で、農

家の方々により安心していただくため、来年１月の工事完了後に寺川の水質検査

を県で実施していただくことにしておりますが、議員お述べの現時点の寺川の水

質については問題がないことを明確にするため、町で水質検査を実施したいと思

います。  

次に、本町職員の現 場確認についてであ りますが、工事開始 前と工事開始後に

中和土木事務所と書類上での説明及び内容確認を行っただけで、現場確認までは

行っておりませんでした。遅くはなりましたが、６月８日に現場に赴き、工事管

理者に話を伺いまして、県の説明と現場の状況が合致していることを確認いたし

ました。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   福西議員。  

３番議員（福西広理君）   まず、町のほうで水質検査を行っていただけると伺いました

ので、その点に関しましては早急に御対応いただきますようお願いいたします。  

しかし、今回の問題 発覚後からの本町の 対応は、住民の安心 安全を守るという

観点からは迅速で的確であったとは言えません。少なからず問題があったから新

聞等で報道されたわけですので、その時点できっちりと対応しておかなければい

けなかったと考えます。  

今後は本町も危機管 理の意識を高め、迅 速で的確な対応で住 民の安心安全を守

っていただくようお願い申し上げまして、私の一般質問を終了させていただきま

す。  

議   長（森本修司君）   １１番  芝和也君。  

11番議員（芝 和也君）  おはようございます。１１番、芝和也です。前の４人に続き

まして、既に通告してありますように、町長並びに教育長に御質問申し上げます。 

内容は、憲法９条並びに教育勅語に関することについてであります。  

去る５月３日、安倍 晋三首相は、憲法９ 条の改定を２０２０ 年までに踏み切る

と言明されたことは記憶に新しいところでありますし、それに先立ちまして、本

年３月には、既に我が国の政治上では衆参両院議員での議決をもって１９４８年

６月に排除されている教育勅語を、学校での使用も容認できる旨の政府答弁を行

い、安倍内閣として閣議決定されているのが今日の我々の置かれている状況にあ

ることは、町長も御承知のとおりであります。  
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このもとで端的にお 伺いしますが、交戦 権の否定と戦力不保 持を定めた憲法９

条に、首相が言わはるように新たに３項を設けて、例外規定的に自衛隊を明記す

るとなりますと、我が国の自衛のための必要最小限の実力組織というこれまでの

歴代政府の言い回しが除外されまして、既に法定されております安保法制等によ

り、外国の戦争により堂々と自衛隊が参加していくこととなり、これまでの 憲法

上の歯どめが事実上空文化することにほかなりませんが、まずは、この９条の改

定に関しまして、その是非も含め、町長の率直な御所見をお伺いいたします。  

そして、こうした憲 法の改定を進める現 行政府ですが、触れ ましたように、１

９４８年に衆参両院議員の決議によって排除されている教育勅語を学校で用いる

ことを容認する旨の動きが露骨に出てきている今日、決して放置できることでは

ありませんが、公教育に携わる立場にある者として、一連の事態をどう受けとめ

ておられるのか、町長並びに教育長にもそれぞれの御意見をお聞かせいただきた

いと存じます。  

また、こうした状況 ではありますが、現 在、これを発信した 政府自身も矛盾は

抱えていることは間違いありません。それは、教育勅語を主権在民の憲法に反し

たものとして排除し、失効させた国会決議が、その趣旨の徹底を今日もなお政府

に求めているからでありまして、それは、この決議を受けて出されました文部省

通達につきまして、本年４月７日の衆議院内閣委員会において、義家 弘介文科副

大臣が、教育勅語の取り扱いについては現在も同様であると言明されているとお

りであります。  

したがいまして、歴 史教育として、歴史 の事実として、教育 勅 語は過去に主権

在君と神話的な国体観に立って軍国主義教育の柱となったので、戦後の民主教育

の理念に反するものとして既に排除されたものであるということを教えること以

外には、現在教育現場で用いることはあり得ませんが、この点についても町長並

びに教育長の御所見をお聞かせいただきたいと存じます。  

以上、御答弁のほど、よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  芝議員の御質問について、まず私から答弁させていただきた

いと思います。  

まず、憲法９条の改 定の件についてでご ざいますが、こ れに つきましては、公

の立場にある者として、私のコメントについては控えさせていただきたいと思い

ます。  

また、教育勅語の件 につきましては、質 問の中にもございま したが、私といた

しましては、過去に行われた教育の歴史の一つであるという範囲を出るものでは

ないと認識しております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   教育長。  

教 育 長（山嶋健司君）  それでは、引き続きまして芝議員の御質問にお答えさせてい

ただきたいと思います。  
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閣議決定があったこ とからの教育勅語の 受けとめということ についてでござい

ますが、御質問の中にもありましたが、第２次世界大戦前である１８９０年、明

治２３年に明治天皇によって発布され、当時の道徳的教育の根幹としてそのよう

な教育がなされたと認識しております。そして、終戦後の１９４８年（昭和２３

年）に、議員のお話にもありましたが、衆議院において排除の決議、参議院にお

いて失効確認に関する決議が行われ、今日に至っております。  

私といたしましては 、町長も申し上げま したが、過去に行わ れた教育の 歴史の

一つとして学習する以外、懸念されている内容等において現在の教育として教育

現場で用いていくということは考えがたいことだと思っております。  

以上です。よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   端的なお答え、ありがとうございました。  

９条改定の問題なん ですが、これは、以 前に町長に、さきの 第二次大戦の評価

について間違った戦争やったかどうやったかという認識をお尋ねした折も、公の

立場にある者なので、そのコメントは控えたいと、こういうことでありました。

今般も９条の改定の是非については同様の意思表示ということであったわけであ

りますが、憲法９９条で、公務員全ては憲法尊重 擁護義務を負うということで課

せられているわけでありますが、まず、このことに関して、その義務を遵守する

ということについては全くそのとおりと認識しておりますが、 町長御自身、その

点についてはいかがでありましょうか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  公務員の立場にある者として、９９条の憲法尊重擁護義務に

ついては果たすべきものだと考えております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝 和也君）  当然、全て公務員は、その立場において憲法を忠実に遵守し、

そして、そのもとで の法律に基づいて仕 事をしている、こう いうことになるわけ

でありますが、そう いうことでいきます ならば、憲法という のは我が国の最高法

規でありますし、憲 法に照らして法律が 制定されていって、 それに基づいて我々

は仕事をしていると いうことであります ので、憲法の基準そ のものをいらってい

くという意味では、 動きとしては、いら う必要はないと、こ ういうことに普通は

なると存じますが、この辺に関して町長御自身 は同様のお考えでありましょ うか。

基準は基準、基準に 照らして仕事を行う べきと、こういうこ とについてでありま

すが、御所見をお伺いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  議員お述べのとおり、公務員の立場にある者は憲法を遵守し

なければいけないと いうのはありますが 、一方で、思想信条 の自由というものも

ございますので、ど のような考えを持た れるかどうかについ ては自由だと考えて

おります。  
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以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝 和也君）  考えを持つのは全然自由な問題やと思いますし、それはそう

やと思います。ただ 、公務員の立場にあ る者が憲法の基準と いうことについては

いらうべきでないと いうのが、憲法尊重 擁護義務に基づく姿 勢だというふうに私

は思っておりますし、町長もその点については同様ということでございます。  

そういう点でいきま すと、憲法９条改定 の是非について言い ますならば、９条

は現行９条のまま、交戦権は認めず、戦力不保持を定めているということであり

ますので、これをいらう必要はないということにおのずと結論は導かれるのかな

と、こう思いますが、その辺については、町長御自身はいかがでありましょうか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  先ほどから申し上げておりますとおり、芝議員もおっしゃっ

たように、公務員の 立場として憲法尊重 の義務がございます ので、それ以上のこ

とについては特にお答えするものではないかと思います。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝 和也君）  深い意味では、町長はそんなにお持ちではないと私は思って

おりますし、さきの 大戦のときの議論も そうでしたが、誤っ た戦争に国民を導い

ていって、えらいこ とに なったので、戦 後、今日に至るまで 、平和に生きていこ

うということで日本 国民みんなが 来てる のはそのとおりやと 思いますし、町長も

そこには全然異論は ないと思いますし、 憲法の改定云々に関 しましても、そこは

異論はないものと、 こういうふうに私は 推察していますけれ ども、公式の場所で

の見解としては、公 の立場にある者なの でコメントを控えた いと、こういうふう

におっしゃるところ を見ると、何かそこ にはそれ以上のもの が町長にあって、直

接は単刀直入には言 いにくいのかなと、 こういうふうに思い ますので、あえてお

聞きしたところであ りますが、そ こはそ こで追い追い示して いかれたらとは思い

ます。  

いずれにしても平和 の問題ですし、地方 自治体の首長として そのことを堂々と

おっしゃっても何ら支障、問題はないものというふうに思います。  

そういう中、教育勅 語を公教育の場にお いて 「憲法の範囲内 で現在の教育基本

法に反しない限りにおいては使うてもええよ 」みたいな意味のことが 、安倍内閣

の今日の姿勢として表に出てきています。こうなりますと、国から県、自治体と

いうふうにそれが下りてきますと、公教育の現場を直接つかさどり、携わってい

る立場にある皆さんとしましては、その辺は非常に憂慮されていることというふ

うには思います。お二方ともおっしゃっておられましたように、過去の事実とし

てこういう問題があったということで、現在の歴史教育の中で触れるということ

はあったにしましても、その道徳律を、今日、現行憲法また教育基本法のもとで

それを教育に取り上げるということは金輪際できるものではありませんし、そう

おっしゃっておられましたが、しかし、流れとしては、今そういうことできな臭
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い雰囲気が出てきている以上、そこは懸念される問題でありますが、その点につ

いて、現場に携わる立場にある者としていかがお感じになっておられますか。あ

ればお聞かせください。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  議員の御質問のとおり、政府の答弁において、憲法や教育基

本法等に反しないよ うな形で教材として 用いることまで否定 されることではない

というのが閣議決定 されておりますが、 その後の閣議決定と して、憲法や教育基

本法に反するかどう かの判断は都道府県 などに委ねるとした 上で、政府として教

育の場における活用を促す考えはないとする答弁書も閣議決定されております。  

そういうことから、 私も教育長も、教育 勅語に関しましては 、過去の教育の歴

史の事実の一つであるという範囲を越える対応はしないと申しておりますので、

そういうことで認識していただければと思います。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝 和也君）  町長お述べのとおり、国の言い分は全くそのとおりでありま

す。自ら言うといて 、それを決めるのは 現場やで、地方やで と、こういう言い方

であります。町長の 今の話は、それを受 けている現場の者が それをせえへんと、

こういうことやとい うことで言明されて いるということであ りますので、憲法及

び現行の教育基本法 に基づいて教育をつ かさどるという姿勢 を、この問題に関し

ては、国との関係で いっても、自治体の 長として責任を持っ て貫くと、こういう

言明と受けとめさせていただきます。  

そのことを確認申し 上げまして、質問を 終わります。その確 認です。 よろしく

お願いします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  政府においていろんな形で閣議決定されておりますけれども、

御質問のとおり、国 民の代表でございま す衆議院並びに参議 院では、教育勅語に

関しての失効の決議 が過去においてなさ れているわけでござ いまして、それを尊

重してまいりたいと考えております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   これをもちまして一般質問を終わります。  

続きまして、日程第２、総括質疑に入ります。  

先日上程されました 承認第３号、平成２ ８年度川西町一般会 計補正予算の専決

処分についてより、議案第３４号、川西町下水道条例の一部を改正する条例につ

いてまでの承認案９件、議案７件について一括議題といたします。  

去る８日、当局より 提案説明が終わって おりますので、これ より総括質疑に入

ります。  

質疑通告により、１１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   財政の使い道のことでちょっと議論したかったんですが、

総務委員会の分野にも触れる問題でもありますので、それは委員会でということ
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といたしまして、福祉部局、民生部門につい て、国保会計の補正予算承認案につ

いてお伺いをいたします。  

実績見合いによりま す減額補正が組まれ ているところであり ますが、保険給付

費の減で最後は処理されているということであります。これは、給付費がそれだ

け要らなかったということのあらわれでありますが、そもそもこういった問題は、

住民の健康度を引き上げていくように各種取り組みを進めていく中、結果として

受診には及ばなかったので給付費も下がった、こういうことが政策的な試みとし

ては常に求められているところでありますし、町長ともこれまで議論を進めてき

ているところでありますが、今般の２８年度の国保会計処理に当たりまして、こ

の辺の状況については、政策的にいろいろ頑張って取り組んで、結果、こういう

ところに反映させてきているということになっているか否か、その辺について状

況の分析をどうなさっているのか、お尋ねをいたします。  

それと、従来からも お尋ねをしている問 題ですが、今ちょう ど国保が県一本化

に向けて最後の年ということになってきております。これまでは、本町国保であ

る以上、独自の裁量でその取り組みは進めてこれたわけでありますけれども、今

後はこうした取り組みが、県一本化ということになる関 係上、結構制約を受ける。

よくなるか悪くなるかというのは県一本化後の取り組みでありますが、今までは

町独自にやってきたけれども、これからはそういうわけにいきませんので、その

辺、不自由にならざるを得ないと懸念をするところでありますが、実際見通せる

影響はどの程度出てくるのか、その辺について状況の分析は現在どうなさってい

るのか、お聞かせいただきたいと存じます。  

それとあわせて、事務の進捗状況についてお伺いをいたします。  

以上であります。  

議   長（森本修司君）   福祉部長。  

福祉部長（奥 隆至君）  それでは、芝議員の国保会計補正予算についてというところ

に私からお答えをさせていただきます。  

近年の生活習慣病患 者の増加や医療技術 の進歩、人口の高齢 化などによりまし

て、医療費は全国的に増加傾向であります。川西町においても、各年度により波

はございますが、同様に増加の傾向が見られます。  

増加の要因を検証い たしますと、入院日 数や通院日数の影響 もございますが、

やはり高額な治療が新たに開始されたこと等 が挙げられ、例えば血液関連の疾病

が挙げられます。また、慢性腎不全の患者も増えておりまして、長期にわたり継

続して治療が行われることになりますので、人工透析に係る費用といたしまして、

平均して月当たり１人約４０万円がかかることになります。  

また、現在のところ 目立ったところはご ざいませんが、高額 な機材の使用によ

る医療費の増加も今後の可能性としてはあり得ると思います。  

医療費の伸びは、や はり国保財政の圧迫 につながりますので 、川西町といたし

ましては、医療費の伸びを抑える取り組みといたしまして、被保険者に対しまし

て２カ月ごとの医療費通知を発送したり、ジェネリック医薬品の利用を促進する
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ために、年２回、郵送にて使用状況や自己負担分の減額となった額をお知らせし

ております。  

また、近年、全国的 にも療養費の不正受 給が多く見受けられ るため、本町にお

きましても二次点検を行いまして、療養費の支給事務の適正化を図っているとこ

ろでございます。  

被保険者個々の健康 管理としまして平成 ２０年から開始され ています特定健康

診査を実施いたしまして、結果、メタボと判定された、要指導となった被保険者

に対し保健指導を行い、高血圧、糖尿病等の生活習慣病予防に努めております。  

平成２９年度からは 、慢性腎臓病病診連 携支援事業実施 計画 を策定いたしまし

て、国保被保険者の健診結果やレセプトデータによりまして、慢性腎臓病ハイリ

スク者を抽出いたしまして、町の保健センター保健師と協働で慢性腎臓病重症化

による新規透析導入者の減少を狙いとして事業を開始したところでございます。  

そこで、議員が懸念 しておられる国民健 康保険が県単位化と なりますと、これ

まで町独自の裁量で行ってきました医療分野での住民施策が不自由になるのでは

ということでございますが、医療費の適正化、保健事業の観点から、これまで同

様に糖尿病予防事業等を実施することによりまして、現在の特別調 整交付金を財

源に各市町村の努力、成果が適正に反映されるインセンティブ制度を設計し、運

用する方向で、国・県のほうでも検討中でございます。  

また、県単位化にあ わせまして、国保連 合会に仮称でござい ますが国保事務セ

ンターを設置いたしまして、集約できる業務についてはそこで事務の共同化を図

れるよう、こちらも検討中でございまして、具体的なことはまだ決まっておりま

せんが、これも市町村でできていなかった医療費分析等の専門性の高い事務も行

ってもらえるものと思っております。  

あと、県単位化の現 在の状況についてで ございますが、国民 健康保険の制度改

正、県単位化することで、県内各市町村の保険財政の安定化を図り、今後もこの

保険制度を維持することを目指し、検討が進められているところでございます。

県単位化に関しましては、「県内どこに住んでいても同じ所得水準、同じ世帯構

成であれば保険料水準が同じ」を実現するために、被保険者間の負担の公平性の

観点から協議・検討を行っておりますが、県単位化となる３０年度からではなく、

数年をかけ、県が示す標準的な保険料水準を目標に、国のガイドライン等を注視

しながら協議が進められているところでございます。  

保険料率については 、県が県内市町村の 保険給付費の総額か ら必要な保険料額

を算出し、それを各市町村に納付金として割り当て、同時に県のほうから市町村

に標準的な保険料率が示されることになります。この納付金の算定方法について

も、現在国のガイドラインの見直し案も示されておりまして、奈良県では、これ

から見直し案に沿って制度設計が行われる予定でございます。県と市町村が協議

して決定していくことになっております。  

これらのほか、さき にも述べましたが、 事務の共同化により まして、県内一律

の方法で医療費のさらなる適正化や健康づくりの推進を図った り、また、出産一
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時金、葬祭費などの制度基準の統一や被保険者証などの様式の標準化・統一化な

ど、まだ協議・検討が必要な課題はたくさんございます。  

市町村国保の県単位 化に向けた今後のス ケジュールといたし ましては、７月上

旬に行われる予定でございます市町村会議で案の形成・合意が図られ、１０月上

旬の市町村会議で制度の決定がなされるという予定でございますので、今後報告

させていただきたいと思います。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝 和也君）  医療費としてはやっぱり伸びてきていて、その大本は、これ

までの議論また分析 同様に、高額療養費 用のほうがかさんで きていて、慢性疾患

とかも増えているの で、一定そのウエー トを占めざるを得な い、支出においては

そこが大きく膨らんでくる要因だということでありました。それを抑えるために、

国保会計でもそうで すし、一般会計でも 、いろんな健康づく り事業に 取り組みな

がら住民の健康度の 向上・維持に努めて おられるというのが これまでのところだ

と思います。  

そもそも医療会計だ けでは、それを低く 抑えるとかどうする とかいうことは無

理があります。そういう点で言うと、一般会計も含めまして、どれだけ住民の健

康度向上につながるような施策に取り組んでいくかということが、自治体が取り

組める一つの仕事としては、これからかなり大きな部分を占めてくるのではない

かなというふうに思っております。  

町長自身も、住民各 位に対しては結構目 配りもしながら、い ろんな施策に取り

組んでいかれる意向はお示しですので、その辺、医療の分野についても、医療費

の医療会計の問題と住民の健康度に取り組む施策の問題 、これとは一般会計で取

り組んでも、これがやがて医療費の会計にも反映してくることにもつながること

は、町長も全然否定はされていませんので、その辺の見方とか取り組み方とかに

ついて、ちょっと漠としたことになりますが、お聞かせいただけたらと存じます。  

それと、医療費の奈 良県一本化に向けて の説明で、結論から 言いますと、まだ

県からデータも示されてきてないし、今後の予定では、７月にその内容が提案さ

れて１０月決定と、こういう運びですから、 今動き出していますけれども、 具体

的にはその辺から、川西町としては現状の保険税に比べてどな いなるのかという

ことがわかってくるのかなと思います。今、川西町国保の場合、奈良県全体で、

２７年、２８年、その辺の保険税額で見てみましても、大体下から３分の１ から

もうちょっと下ぐらい が本町の位置ということですので、これでいきますと、普

通に考えますと、奈良県が一本になるということは、全体を合わせて保険料を決

めるわけですから、大体高いとこと安いとこがあって、真ん中ぐらいのとこに保

険料が決められるというのが見受けられますが、下にあるものは、やっぱりそこ

へ上がっていかざるを得ないなというのが、大枠で見た観測的なことで 感じられ

る側面にあるように思います。  

そういうことで言い ますと、それに対し てどういう対策を打 っていくかという
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のは、方針としては一定持っていかんと結構厳しいのではないかと、そういうふ

うに思います。  

それと、もう一点、 先ほどの同僚議員の 質問の中でもありま したけれども、国

保加入世帯の所得で言うと、川西町でも２００万円ぐらいまでで大体８割近くに

達しているという状況にありまして、国保加入者の皆さんの所得水準はそんなに

高くありませんので、そういう点で言うと、仮に保険料が引き上げられた場合、

賦課はできますけれども、そうなると支払い能力を超えた問題というのが一方で

は生じてくることにもなります。加えて、現在の国保加入者の中で、現行制度上、

法定減免が７割、５割、２割とありますので、この減免制度を受けておられる世

帯が、２７年国保決算で言えば５２％、半分を超えているということでした。２

８年決算見通しを担当課で出してもらいますと、５８％ということで、軽減対象

世帯の占める割合がさらに膨らんでいるということでありますので、これは、川

西町国保加入者の顕著な状況だというふうに思います。  

こういう点で言いま すと、やっぱり賦課 するのはしなければ な りませんけれど

も、仮に今のような保険税水準から県下が一本になったときに引き上がることが

十分想像されますけれども、そうなった場合、高い賦課をしたとしても、支払い

能力との関係では厳しいものが出てくるというふうに思います。  

そこら辺、町長御自身はどのように受けとめられ、見方を持っておられるのか、

また、すべとして何か対策を打っていくことが―これまで議論は平行線で、前へ

は進んでいませんけれども―必要ではないか。その辺が医療保険に関する分野で

は今見てとる必要があると思いますが、町長のその辺の見通し、考え方、そして

とるべきすべ、その辺についてお聞かせいただけたらと存じます。  

以上です。よろしくお願いします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  まず、健康増進に関する取り組み方針でございます 。  

国保が県一本化され るわけではございま すが、住民の皆様方 が健康保持、また

健康寿命の長寿命化を望んでおられる状況下、本町といたしましては、今後もが

ん検診の拡充、本年度につきましては前立腺がんの検針というメニューも開始し

ましたし、また、減塩教室などの開催、また、先ほども申し上げたように慢性腎

臓病の重症化予防の対応といった形で取り組みをしておりますので、こういった

形で一般会計で対応できる分野については対応してまいりたいと考えております。  

また、加入世帯は低 所得者が多くなって きて、法定減免制度 を利用される方が

増えてきているというお話の中、従前から芝議員は一般会計からの補塡も必要で

はないかというような御意見はお持ちだと思うんですが、現時点では考えていな

いところでございます。  

国のほうでもこうい った各市町村の状況 は認識しておるとこ ろだと考えており

ますので、今後も国に対して本町の状況などをしっかりとお伝えしていくことで

制度改編を求めていきたいと考えております。  

以上でございます。  
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議   長（森本修司君）   これをもちまして総括質疑を終わります。  

以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。  

本日の会議は、これをもって散会といたします。ありがとうございました。  

（午前１０時１８分  散会）  
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厚生委員会議事日程 
 

 
平成29年6月12日(月) 午前9時 開議 

 

    

日程第１  承認第３号  平成 28年度川西町一般会計補正予算の専決処分について  

日程第２  承認第４号  
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日程第３  承認第５号  
平 成 28年 度 川 西 町 後期 高 齢 者 医 療 特 別 会計 補 正 予 算 の 専 決 処分 に
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日程第６  議案第 28号  平成 29年度川西町一般会計補正予算について  
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項１ .保健衛生費  

 
P.6 

  

 
歳入  上記関係歳入  

 
P.5～  
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川 西 町 放 課 後 児 童 健全 育 成 施 設 設 置 条 例の 一 部 を 改 正 す る 条例 に

ついて   

 

 

 

 
閉会  9時 42分  
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 - 45 - 

 

川西町議会第２回定例会（議事日程） 

   

  
平成２９年６月２０日（火）午後２時００分再開 

日

程 
議案番号 件           名 

      

      

第１    委員長報告  承認第３号 ～ 承認第１１号 

              議案第 28 号 ～ 議案第 34 号 

      

     質疑・討論 

      

     採決 

      

      

  （追加日程）   

      

第２ 議案第 35 号  川西文化会館空調改修工事請負契約について 
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（午後２時００分  再開）  

議   長（森本修司君）   これより平成２９年川西町議会第 ２回定例会を再開いたし

ます。  

ただいまの出席議員 は１２名で、定足数 に 達しております。 よって議会は成立

いたしましたので、これより会議を開きます。  

日程第１、委員長報告を議題といたします。  

去る８日の定例会に おいて上程されまし た 、日程第４、承認 第３号、平成２８

年度川西町一般会計補正予算の専決処分についてより、日程第 １９、議案第３４

号、川西町下水道条例の一部を改正する条例 までの承認案９件、 議案７件を一括

議題といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

    それでは、ただいまより、各委員会の審査の経過並びに結果について、順次委

員長の報告を求めます。  

議   長（森本修司君）   厚生委員長、今村榮一君。  

厚生委員長（今村榮一 君）   議長の御指名をいただきましたので、厚生委員会を代表

いたしまして委員長報告をいたします。  

去る６月８日の本会議において当委員会に付託されました各議案につきまして、

過日、６月１３日に委員会を開催し、審議いたしました。その結果を御報告申し

上げます。  

まず、承認第３号、平成２８年度川西町一般会計補正予算の専決処分について、

承認第４号、平成２８年度川西町国民健康保険特別会計補正予算の専決処分につ

いて、承認第５号、平成２８年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算の専決

処分について、承認第６号、平成２８年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正

予算の専決処分については、いずれも提案説明どおりであり、承認いたしました。  

次に、承認第１０号 、川西町国民健康保 険税条例の一部を改 正する条例の専決

処分について、委員より、今回の条例改正による国保世帯や保険料への影響につ

いての質問があり、当局より、「国民健康保険 法行令の一部改正により、国民健

康保険税減額措置の対象世帯が拡大されることに伴い、所要の規定を整備するも

のであり、内容といたしましては、国民健康保険加入者である低所得者の判定基

準を見直し、減額措置の対象世帯を拡大す るための改正である。平成２８年度賦

課ベースにより試算したものでご説明しますと、２割軽減世帯では、現行１８３

世帯が改正後では１８６世帯と 軽減世帯では３世帯の増となり、５割軽減世帯で

は、現行１７８世帯が改正後では１８２世帯と 軽減世帯では ４世帯の増になりま

す。保険料への影響につきましては、２割、５割軽減分を合わせまして、調定額

で約２３万円の減少が見込まれます。この減少分については、法定軽減であるこ

とから、一部町の負担もありますが、国・県からの補助金により補塡されること

となる」との説明がありました。  

以上の審議をもちま して、承認第１０号 、川西町国民健康保 険税条例の一部を
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改正する条例の専決処分については、承認いたしました。  

次に、議案第２８号 、平成２９年度川西 町一般会計補正予算 について、議案第

２９号、平成２９年度川西町国民健康保険特別会計補正予算ついては、いずれも

提案説明どおりであり、承認いたしました。  

次に、議案第３３号 、川西町放課後児童 健全育成施設設置条 例の一部を改正す

る条例について、委員より、学童保育所の定員枠と長期休暇時の利用料金の設定

を年額２万４ ,０００円とした根拠について質問があり、当局より、「定員の推移

は、平成２５年度までは５０名、建てかえに伴い、平成２６年度より７０名に、

平成２７年度の子ども・子育て制度改正で対象が小 学３年生から６年生に広がっ

た対応として、平成２８年度より８６名に増員しました。その他にも延長保育の

拡充も行っています。今回の長期休暇につきましては、保護者要望に対応する形

で平成２８年度夏休みより実施しています。金額設定については、川西町放課後

児童健全育成施設設置条例第６条のとおり運用しますと、出席日数にかかわらず

月額６ ,０００円であるため、長期休暇が存在する４月、７月、８月、１２月、１

月、３月の６カ月分の保育料となります。年額で合計３万６ ,０００円となります。

この金額設定については、利用日数や利用時間を考慮 すると、通年利用に比べて

高額であると判断し、条例第８条第４項の減免規定に基づき、年額合計２万４ ,０

００円で運用していました。利用者の増加、平成２７年度２名、平成２８年度１

１名の利用に伴い、今回条例で明確にするものです。利用者には影響はありませ

ん。延長保育や長期休暇枠に対応している学童保育所は少なく、川西町の学童保

育環境は県下でもとても整っています」との回答がありました。  

また、委員より、長 期休暇利用人数につ いて質問があり、当 局より、「保護者

から長期休暇時のみ利用できる制度の要望を受け、何とか要望に応える方法 はな

いかを検討し、通年の８６名に長期休暇時の 人数を足すことは可能か、実績や学

童指導員と協議し、長期休暇時の利用人数が授業のあるときより少なくなってい

る事と学童指導員の意見等を参考に 、１５名としました」との回答がありました。  

また、委員より、現在の学童保育所の利用状況について質問があり、当局より、

「川西町学童保育所には、通年利用８４名、長期休暇のみの利用１１名の子ども

たちが通っています」との回答がありました。  

以上の審議をもちま して、議案第３３号 、川西町放課後児童 健全育成施設設置

条例の一部を改正する条例については、承認いたしました。  

以上が、当委員会所管の議案に対してなされた質疑及び回答であります。  

次に、当委員会所管 に係る審査案件につ きましては、地方自 治法第１０９条の

規定に基づき、議会閉会中においても調査並びに審査できるよう議決されんこと

をお願い申し上げまして、厚生委員会を代表いたしましての委員長報告といたし

ます。  

議員各位の御賛同を賜りますようお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   続きまして、総務・建設経済委員長、松本史郎君。  

総務・建設経済委員長（ 松本史郎君）   議長の御指名をいただきましたので、総務・
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建設経済委員会を代表いたしまして委員長報告をいたします。  

当委員会は、去る 平 成２９年 ６月８日の 本会議において 当委 員会に付託されま

した各議案について、６月１４日に開催し、当局から詳細な説明を受け、慎重に

審議いたしました。その結果を御報告申し上げます。  

まず、承認第３号、 平成２８年度川西町 一般会計補正予算の 専決処分について

からであります。  

委員より、「川西幼 稚園の特別支援指導 員賃金の減額補正は 、幼稚園教諭の産

休補充に募集をかけたが応募がなかったためと聞いている。こ の間、支援員がい

ない状況で対応したのか。産休の補充措置ならば速やかに補充すべきではないの

か。また、若い先生方も多いので、急な休みに対応できるように、何らかの手だ

てはできないのか」との質問があり、当局より、「今回の幼稚園特別支援指導員

賃金の減額については、幼稚園教諭の産休に伴い、補充の指導員を充てる予定で

あったが、何分、幼稚園教諭並びに保育士が不足状況にあり、年度途中での雇用

がままならず、その間、副園長ほか職員の応援により対応した。今後は、このよ

うなことのないよう、特別支援指導員の登録制を取り入れるなど、急な 補充が必

要となった場合にも対応できるよう、手だてを講じてまいりたい」との回答があ

りました。  

委員より、住宅修理 費の減額理由につい て質問があり、当局 より、「予算の範

囲内で実施しており、執行残により減額している」との回答がありました。  

委員より、「仕事を しなければ予算が残 る。改良住宅の階段 の欠陥やフェンス

の取りかえ工事が一部完了していないことを役場に報告し、対処すると聞いてい

たが、いまだになされていないのはなぜか」との質問があり、当局より、「階段

の修理については、現場等を確認し、危険であれば修理を行う。フェンス につい

ては、今年度予算で対応を考えている」との回答がありました。  

委員より、「公営住 宅の空 き家が目立つ が、なぜ入居させな いのか。空き家の

ま ま 放 置 す れ ば 、 修 理 費 が か さ む の で は な い か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、

「空き家住宅については、入退居の修繕における戸当たりの費用が高額になるた

め、公営住宅事業の運営等を考慮して、計画的に実施している」との回答があり

ました。  

委員より、「老人向 け住宅についても入 居させてもらえない のか」との質問が

あり、当局より、「計画を立てて対処したい」との回答がありました。  

委員より、「企画費 の消火栓撤去工事で 、今回漏水している 消火栓を撤去した

とのことであるが、同タイプの消火栓について使用可能か否か把握しているか。

また、古いタイプで使用していない消火栓については撤去していく方針か」との

質問があり、当局より、「今回の消火栓撤去については、漏水しており、自治会

所有のホースの口径が合わず、使用できない消火栓を撤去したものである。自治

会管理の消火栓については把握していない。古い消火栓については、過去に消防

団が使用していた簡易の消火栓、消防署のインチに合わない消火栓、無用の長物

となっている消火栓については、自治会と協議し、撤去していく方針である」と
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の回答がありました。  

委員より、「決算剰 余が生じたときの基 金への積み立てにつ いて、経常的な財

源として活用しないのか」との質問があり、当局より、「積立金は、認定こども

園建設補助金の財源や地域集会所の建設・改修などの財源、そして２９年度予算

での文館の空調大規模補修の財源など、既に活用しているところである。また、

支出ベースで生じた剰余財源の処理としては、改めてその時点で使い道を決める

こ と は 困 難 で あ る の で 、 基 本 的 に 基 金 へ 積 み 立 て て 将 来 に 備 え る よ う に し て い

る」との回答がありました。  

委員より、「標準財 政規模の何％にする というような積み立 てを行う額の基準

等はあるのか。また、過去の財源剰余分を踏まえて住民に還元するような予算組

みを行えないものか」との質問があり、当局より、「まず、積み立てを標準財源

規模に対する基準等を設けて行っているようなことはない。決算時の収支状況を

見て行っている。予算への反映については、単年度の支出においては剰余金が 出

ている状況ではあるが、中長期的に見て、人口の減少などによる町税収の減及び

国から配分される交付税額が不安定なこともあるので、当初予算における歳入 に

おいては、慎重に確実性のある予算組みをせざるを得ない状況にある。しかしな

がら、過去の様子も見ながら、いわゆる剰余分については可能な範囲で徐々に暮

らし向きの予算に振り分けていきたい」との回答がありました。  

委員より、「基金の利子運用について、でき得る限り有効に行ってもらいたい。

また、認定こども園に係る地域福祉基金の繰り入れ減が発生した事由と認定こど

も園への前向きな取り組みについて」との質問があり、当局より、「基金の運用

益については、金融機関の競合も見据えて最大限の条件を引き出していると考え

ている。しかしながら、昨今のゼロ金利政策の影響で、預け入れ金利の増率は難

しい状況にある。これについては、今後とも努力していくべきことと考えている。

一方、借り入れにおいては、変動金利を積極的に導入し、預け入れの収益の増加

が困難な分、借り入れ金利を落として公債利子の削減に努めている。また、認定

こども園に係る地域福祉基金については、当初予算額と実績額に４ ,０００万円程

度の差が発生したので、その分を減額した形になっている」との回答がありまし

た。  

委員より、「計画的 に橋の長寿命化を進 めているが、国費の 減により予定して

いた工事ができないため、事業量を減らして、翌年度に残りの分を処理するとい

った方法で事業を進めている。事業の完了期限はいつまでとなっているのか。ま

た、期限が設定されているのであれば、このような方法で事業を行うことのリス

クは生じないのか」との質問があり、当局より、「現在残っている橋は、馬場尻

橋、たつみ橋、川久保橋の３橋であり、３年以内に整備を終えなければならない。

国費については年度ごとに流動的であり、その年の国費が削られたときは、次年

度の国費がつくことに望みをかけ、事業を先送りしている。しかし、事業完遂に

当たって、最終年度に一度に整備するのは困難であるため、単費負担は増えるが、

前倒しで整備していかざるを得ないと考えている」との回答がありました。  
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委員より、「当該年 度の耐震診断及び改 修の内訳について、 及び、いつ発生す

るかわからない地震の備えとして、町として住民に改修を実施していただくほう

がよいと考えているのか」との質問があり、当局より、「内訳については、耐震

診断３件、改修０件である。耐震促進計画で耐震化率６２ .５％であり、耐震化率

を向上させるという意味でも改修は実施していただきたいと考えている。改修を

実施していただき、安全に生活していただく、人命を守る意味でも、制度を周知

する啓発活動が重要と考えている」との回答がありました。  

委員より、「耐震改 修が必要な家屋は把 握している か。そし て、改修が必要な

家屋をピンポイントに把握し、改修を促す方法について、町長の所見はどのよう

なものか」との質問があり、当局より、「耐震計画では、航空写真及び固定資産

データから、耐震改修が必要な件数推計１ ,２３０件である。しかし、耐震改修が

必要な家屋の所有者は把握していない。住宅は個人の所有物で、所有者が意識し

て取り組んでいただきたい。周知方法としては、広報で対応し ていきたい」との

回答がありました。  

委員より、「空家対 策支援業務について 、自治会要望は、空 家協議会委員であ

る自治連合会長に届けるのか。また、空家 等対策協議会の協議内容について教え

てもらいたい」との質問があり、当局より、「自治会要望については、担当課に

相談していただきたい。空家等対策協議会の進捗については、２８年度に空家対

策計画の策定、空家対策条例を制定した。今年度は、特定空家対策マニュアルを

作成する計画である。空き家活用については、空き家バンクに登録していただき、

川西町で住む家を探している方と突合するなどの 活用方法があるため、空き家コ

ンシェルジュを紹介している」との回答がありました。  

続いて委員より、「 所有者が家屋を処分 したい、土地を手放 したいと考えてい

る。その家屋を除却し、駐車場として活用したいと自治会は考えているが、行政

としての対応は」との質問があり、当局より、「物件を除却し、駐車場に活用す

る方法については、補助金も含め調査・検討する必要がある。担当課に相談いた

だきたい」との回答がありました。  

また、委員より、「 子育て支援の一環と して、小学校入学時 の制服の支給を今

年からなされたが、県下自治体において同様な手だてについて状況を把握されて

いるのか。また、今後の入学・入園時での子育て支援についてはどのように考え

ているのか」との質問があり、当局より、「手だてについては、いろいろな手だ

てが考えられる。給食費の補助などについても、その手だての一つと考えている。

給食費の一部助成については、県が行っている学校給食費の公費負担措置につい

ての調査結果により把握しているが、他自治体でのその他の手だてについては、

特に情報としては入っていない。今後については、子育て支援のあり方及び保護

者のニーズを踏まえ検討していく」との回答がありました。  

以上の審議をもちま して、承認第３号、 平成２８年度川西町 一般会計補正予算

の専決処分についてを承認いたしました。  

次に、承認第７号、 平成２８年度川西町 住宅新築資金等貸付 事業特別会計補正
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予算の専決処分についてであります。  

委員より、国からの 補助金収入を基金に 繰り入れず、繰上充 用額を減らす処理

を行った経緯について質問があり、当局より、「平成２８年１月に国庫補助金１

２７万６ ,０００円が入ることが判明したため、３月補正において基金に積み立て

て一括で処理することとしていたが、６月の専決処理において、その方法に疑念

が生じたことから、今回の方法を採用した」との回答がありました。  

委員より、「平成２ ９年度の予算も返戻 金が償還金を上回れ ば基金に積む予算

となっているが、これも平成２８年度処理と同様に繰上充用金に充てるのか」と

の質問に対し、当局より、「そのようにする」との回答がありました。  

以上の審議をもちま して、承認第７号、 平成２８年度川西町 住宅新築資金等貸

付事業特別会計補正予算の専決処分についてを承認いたしました。  

次に、承認第８号、 平成２９年度川西町 住宅新築資金等貸付 事業特別会計補正

予算の専決処分についてであります。  

委員より、平成２８ 年度における「その 他大臣の国庫補助 金 」の取り扱いにつ

いて質問があり、当局より、「平成２８年は取り扱いがない」との回答がありま

した。  

委員より、「現在、 ３種類の貸付金につ いて、１０年以上の 長期滞納件数及び

金額は幾らか」との質問に対し、当局より、「件数は１５件 、利息を含め、金額

は約５ ,５００万円となる」との回答がありました。  

委員より、「今の状況からすると、約５ ,５００万円が焦げつきとして動かない

と 思 わ れ る が 、 こ の 事 態 の 住 民 へ の 説 明 時 期 の 判 断 を ど の よ う に 考 え て い る の

か」との質問に対し、当局より、「現在においても動きがあり、住新組合に案件

を預けている段階にあるため、現時点では公表する必要はないと考えている。公

表の時期は未定であるが、例えば住新組合から債権が返却されたときなど、状況

が変わった段階で検討したい」との回答がありました。  

続いて委員より、「 １５件の焦げつき に ついて、もう一度詳 しく調べ直す必要

があるのではないか」との質問に対し、当局より、「現在は住新組合に債権回収

業務をお願いしている。書類等も全て預けており、住新組合において弁護士に相

談しつつ調査等を行っている。今のところ住新組合にお願いしているが、町も協

力すべきところは協力している」との回答がありました。  

以上の審議をもちま して、承認第８号、 平成２９年度川西町 住宅資金等貸付事

業特別会計補正予算の専決処分についてを承認いたしました。  

次に、議案第２８号 、平成２９年度川西 町一般会計補正予算 についてでありま

す。  

委員より、商工業振 興費の工業ゾーンの 創出に係る測量費の 今年度の業務につ

いて質問があり、当局より、「今年度は、土地所有者の意向調査の結果、事業 協

力はするが、条件として補償費次第との回答もあることから、補償費を算定し交

渉する必要がある。また、調整池整備に伴う境界確定、用地測量及び全体の地形

測量を実施し、概算費用を算出する」との回答がありました。  
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続いて委員より、行 政が買収した場合の 土地の売れ残りにつ いて質問があり、

当局より、「事業手法として、行政が行う場合、開発業者が行う場合、進出企業

が行う場合がある。事業手法に ついては今後検討する。売れ残りについては最も

危惧しているところで、事業の成功は、いかに企業を当て込んでいくかであると

考えている。どのあたりまで町としてリスクを許容できるのか、議員の皆様にお

かれても、どこまでなら許容できるのか、一緒に相談しながら進めてまいりたい

と考えている」との回答がありました。  

以上の審議をもちま して、議案第２８号 、平成２９年度川西 町一般会計補正予

算についてを承認いたしました。  

次に、議案第３０号 、平成２９年度川西 町水道事業会計補正 予算及び議案第３

１号、平成２９年度川西町下水道事業会計補正 予算については、当初の提案説明

のとおり承認いたしました。  

そして、議案第３２ 号、川西町行政不服 審査会条例の制定に ついて及び議案第

３４号、川西町下水道条例の一部を改正する条例については、当初の提案説明の

とおり承認いたしました。  

以上が、当委員会所管の議案に対してなされた質疑及び回答であります。  

次に、当委員会所管 に係る審査案件につ きましては、地方自 治法第１０９条の

規定に基づき、議会閉会中においても調査並びに審査できるように議決されんこ

とを望みまして、総務・建設経済委員長報告とさせていただきます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますようお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）  以上で各委員長の報告が終わりましたので、これより委員長

報告に対する質疑に入ります。  

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）  質疑がないようですので、質疑を終わり、これより討論に入

ります。  

討論ありませんか。  

２番  安井知子君。  

２番議員（安井知子君）   承認第３号、平成２８年度川西町一般会計補正予算の専決

処分について、公営住宅修理費、改良住宅修理費各２００万円、計４００万円の

マイナス補正に関し、反対討論をします。  

公営・改良住宅の適 正な維持管理をして いく上で、必要かつ 重要な予算です。

また、入居者の入居水準や住環境を考える観点からも大切であると考えます。入

居者から、または地元からの修理要望に適切に対応してほしいと思うからです。  

以上により、承認第３号は認められません。  

他、平成２８年度補 正予算専決処分４件 、平成２９年度特別 会計補正予算の専

決処分１件、条例の一部を改正する条例の専決処分３件、平成２９年度補正予算

４件、条例の制定１件、条例の一部を改正する条例２件については、異議なしに

つき賛成いたします。  
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議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

１１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。それでは、今し方、厚生並びに総務・

建設経済の両常任委員長より報告のありました、今議会に上程されております承

認案９本、議案７本の全１６本の上程案に対する討論を行います。  

態度表明であります が、このうち承認第 ８号の平成２９年度 川西町住宅新築資

金等貸付事業特別会計補正予算の専決処分のみ反対、あとの１５本につきまして

は、いずれも賛成するものであります。  

まず、承認第３号か ら７号までの２８年 度の一般会計初め特 別会計の国保、後

期高齢者医療、介護保険、住新の予算関係５本についてでありますが、基本的に

は、年度末を経まして各事業の精算などを通じた会計処理を施したものでありま

して、例年同様の処理が実施されているものであります。審議を通じても一定の

議論を重ねましたが、予算の使い道として、最終的に執行残が生じたものについ

ては、各該当する基金へ積み上げる処理が行われておりま す。これを十把一絡げ

にあかんとは申しませんし、目的があって積み立てているものを取り崩して、そ

の目的の財源に充当し、執行残が生じたものをもとに戻すことも含め処理されて

いますので、それはそれで当然あってしかるべきと心得ます。  

ただ、長い目で流れ としてその推移を見 てまいりますと、こ の処理の繰り返し

で基金残高が今日の到達まで膨らんできているのもまた事実であります。という

ことは、精算後の剰余金が生じる分の財務体力が同時に備わっている証になりま

す。ならば、経常的な歳出に充当する能力も備わっているということになります

ので、そこは物の見方にもよりますが、昨今の住民生活を取り巻く経済事情から

しますと、有効に活用することで、応援できる手だては多方面で考えられます。  

議論を通じまして、 町長もこうした観点 で、余力があるなら ば、それはそれで

充当する旨、意向はお示しでありましたので、そこは今後の予算措置に大いに生

かされんことを求めるものであります。  

ただ、報道によりま すと、国の動向が気 になるところであり まして、この基金

に目をつけまして、ちょっとでも交付税の支出を抑えようと、それを使わせると

か、ようけためてるところには交付税措置を渋るとか 、自治権の侵害を平気で画

策しているような、何やらよからぬ動きが見え隠れしてきているのも事実であり

ます。百も承知のことでありましょうが、この辺には十分に御留意なされんこと

を申し添えまして、予算関係の５本につきましては賛成するものであります。  

次に、承認第８号の２９年度の住新特会についてであります。  

冒頭申しましたよう に、態度表明は反対 でありますが、本会 計は、従来から議

論を重ねておりますように、変則的な会計処理を行っている旨、町長もおっしゃ

っているとおり、当該年度の不足分を翌年度から穴埋めをして運営してきている

ことから、今般も当初予算に前年度の収入不足の補塡のために１ ,２００万円の新

たな支出を組む必要が生じ、１ ,９００万円で収支の均衡を図るべく補正されてい

るものであります。  
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本会計の問題点は、 財政処理の問題では ありませんでして、 既に長期にわたっ

て回収不能に陥っている貸し付けが生じていることから、本来入るべきところが

滞っているために収入不足が生じ、その補塡に翌年度から繰上充用をせざるを得

なくなったという、この事の次第が問題であります。貸し付けのために町が銀行

借り入れをして、その返済は町が責任を持って執行しているのは 当たり前ですが、

その原資は税金であります。公金の扱いは、公平公正 、適法に処理されて当たり

前であります。この原則からしますと、既に逸脱しているのがこの問題でありま

して、ここは住民の納得と合意の上で事の処理に当たってしかるべきであります。  

町長とは、この説明 に関する議論は今ま でのところ平行線で はありますが、現

在、長期にわたって滞っている１５件、５ ,５００万円に関しては事実上の焦げつ

きでありますし、この処理は町費であれ国費であれ 税金が充てられることには変

わりはありませんので、事の次第を説明し、納得と合意を得ることなしに続ける

ことは、財政運営上、普通はあり得ないと考えます。  

この点での改善が見 られない以上、本議 案につきましては反 対するものであり

ます。  

次に、承認第９号か ら１１号の条例関係 の３本でありますが 、いずれも関連す

る法律改正に伴い、条例を合わせにいくものでありまして、特に意見を挟む問題

はありません。  

次に、議案第２８号 から３１号までの２ ９年度の一般会計、 国保、水道、下水

道の各補正予算についてでありますが、いずれも事業執行に伴い 生じた額の必要

な増減補正であります。  

一般会計では、今般 の補正によりまして 、唐院工業団地の拡 充に向けた取り組

みが本格化してまいります。補償費の算出など、用地取得を初めとする事業の進

捗に欠かせない具体的な取り組みが始まることになります。この事業で儲けを出

す必要はありませんが、議論の中でも各委員より指摘がありましたように、取得

した土地が塩漬けになるようなことは認められるものではありません。その点で

は、用意周到に買い手が確保できて造成事業に入れるような手はずで計画がなさ

れているようでありますし、協力を申し出ておら れる地権者の皆さんにあっても、

売れるまでは耕作可能な状態で土地が存立することも可能な状態でもあるようで

すし、十分に計画・画策されているようでもありますので、事が成就し、将来に

生かされる事業となるよう、負の要因を取り除くべく、みんなの知恵を結集して

進めていこうではありませんか。  

国保においてでありますが、県一本化に向けた実務が現在進められております。

納付金を納めるべく、その方法は賦課徴収額が大幅な増となって、加入者にその

しわ寄せが起こることが懸念されますので、ここは一大工夫が必要と存じます。

生じた折にはそれ相応の決断をなされんことを求めておくものであります。  

また、水道において も、広域化との関連 での事業の交付額が 決定したことによ

るもので、下水においても、企業会計の初年度に消費税が不要とのことから生じ

た必要な会計処理でありますし、以下の条例設置案１本、改正案２本であります
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が、いずれも法改正を初め、現在執行中の取り組みの明文化等でありまして、有

効に働くものと判断するものでありますので、これらいずれの議案につきまして

も全て賛成するものであります。  

予算の執行に当たら れましては、常に住 民生活を応援し、住 民の意に沿い、願

いに応える、身近で役立つ川西町として、その権能を遺憾なく発揮されんことを

求めまして、今般上程の承認案９本、議案７本に対する討論を終わります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

４番  伊藤彰夫君。  

４番議員（伊藤彰夫君）   承認第３号から承認第１１号までの９件の専決処分、議案

第２８号から議案第３４号までの７件について討論を行います。  

態度表明といたしま しては、承認案９件 、議案７件、全て賛 成の立場からのも

のです。  

承認第３号の平成２８年度一般会計補正予算の専決処分について。  

歳出については、年 度末の精算を適正に 処理されたものであ り、減額した予算

については、歳入において基金繰入金の減額、町債の減額などによって適正に処

理されており、その余剰金は積立金として充てるものであり、安定した財政運営

の面からも、この補正予算は承認できるものと認められます。  

承認第４号から第７ 号までの国保、後期 高齢者、介護保険、 住宅新築資金の平

成２８年度の各特別会計につきましては、委員会において慎重に審議されたもの

であり、それぞれ保険給付などの実績見合いによる 減額、または広域連合への給

付金及び繰入金等繰り上げ充用との相殺などについて専決処分を行ったものであ

り、極めて妥当な年度末の精算によるもので、全て適正に予算処理が行われてい

ます。  

承認第８号の平成２ ９年度川西町住宅新 築資金等貸付事業特 別会計補正予算に

ついては、従前から町当局から説明されているように、住宅新築資金の滞納３件

については、住新回収管理組合に御尽力いただいている間は回収が不能かどうか

は未定であり、住民に対しても未確定な内容はまだ公表すべきではないと思いま

す。また、総務委員会での意見がありましたように、 債権者のさらなる調査をす

ることも必要だと思われ、債務放棄などの最終的な判断を下すのも、今はその時

期ではないと考えます。住新回収組合とは密に連携をとられており、現段階で取

り得る会計的手段としては、出納閉鎖期間中の繰 り上げ充用が最も適切な処理で

あると判断いたします。  

したがって、この専決処分に問題はなく、承認すべきと考えます。  

次の承認第９号から 承認第１０号、承認 第１１号の条例改正 につきましては、

関係法令及び政令の改正によるものであり、当然の措置であります。施行時期か

ら考えても、専決処分が妥当と考えます。  

議案第２８号、平成 ２９年度一般会計補 正予算については、 工業ゾーン創出に

係る地形測量や土地鑑定などはいずれも現状に見合った必要経費であり、疑問の

余地はなく、賛成いたします。  
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議案第２９号、平成 ２９年度国保特別会 計についても、国保 の制度改正に係る

システム改修経費であり、必要性を認めます。  

議案第３０号及び第 ３１号について、水 道広域化に伴う耐震 補助金の追加、ま

た、下水道の公営事業化初年度に伴う消費税の減額などであり、妥当な処理と考

えます。  

議案第３２号の行政 不服審査会条例は、 法改正により審査会 の設置が義務づけ

られたことによるもの、議案第３３号、放課後児童健全育成施設設置条例の一部

改正は、長期休暇期間のみの保育料を明確にしたもの、議案第３４号、下水道条

例の一部改正は、地方公営企業法適用によるものであり、以上の３件とも必要な

措置と認めます。  

よって、議案７件については、全て賛成いたします。  

以上、承認案９件、議案７件についての賛成討論を終わります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   ほかに討論がないようですので、 討論を終わり、 これより

採決に入ります。  

お諮りいたします。  

承認第３号について、原案どおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、本案件は、原案 のと おり承認することに

決しました。  

お諮りいたします。  

承認第４号から承認 第７号までを一括採 決したいと思います が、御異議ござい

ませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決といたします。  

承認第４号から 承認 第７号について、原 案どおり 承認するこ とに 賛成の方の挙

手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、 各案件は、 原案のと おり承認することに

決しました。  

お諮りいたします。  

承認第８号について、原案どおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、 本案件は、 原案のと おり承認 することに

決しました。  

お諮りいたします。  

承認第９号から承認 第１１号までを一括 採決したいと思いま すが、御異議ござ

いませんか。  
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           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決といたします。  

承認第９号から承認 第１１号について、 原案どおり 承認する ことに賛成の方の

挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、各案件は、原案のとおり 承認することに

決しました。  

お諮りいたします。  

議案第２８号から 議 案第３４号までを一 括採決したいと思い ますが、御異議ご

ざいませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決といたします。  

議案第２８号から議案第３４号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、本 案件は、原案 のと おり可決いたしまし

た。  

お諮りいたします。  

議案第３５号、川西 文化会館空調改修工 事請負契約について を追加議案といた

したいと思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、日程第２に追加し、追加議案といたしま

す。  

日程第２、議案第 ３ ５号、川西文化会館 空調改修工事請負契 約についてを議題

といたします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   それでは、今議会に追加して審議をお願いいたします議案

の提案要旨について御説明いたします。  

議案第３５号、川西文化会館空調改修工事請負契約についてでございます。  

これは、川西文化会 館空調改修工事を行 うに当たり、その予 定価格が条例で定

める額である５ ,０００万円を超えることから、地方自治法第９６条第１項第５号

の規定に基づきまして、議会の議決を求めるものでございます。  

入札につきましては 、本町に指名願の出 ている６者に通知を 行いましたが、１

者から入札辞退の申し出がありました。最終的に、６月７日、５ 者により競争入

札を実施し、最低の価格で入札されました三機工業株式会社関西支社が落札者に

決定いたしましたので、請負契約の締結について御承認をお願いするものであり

ます。  

契約金額は４億１ ,３７９万４ ,４４０円でございます。  

どうかよろしく御議決くださいますようお願い申し上げます。  
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議   長（森本修司君）   町長の説明が終わりましたので、ただいまより審議 に入り

ます。  

議案第３５号について質疑ございませんか。  

芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、入札の方法について若干お伺いいたします。  

ただいまの町長の提 案説明にもありまし たように、入札の経 緯は、空調工事を

主たる業としている、本町に指名願を提出している業者全部の６者を指名し、そ

のうち１者が辞退し、残る５業者が応札、そのうち３ 者が公表している最低制限

価格で入れてきたことにより、抽選で三機工業が落札と、こういうことであるよ

うであります。  

これまでも、予定価 格また最低制限価格 といった価格の公表 の実施に 踏み切っ

てきたわけでありまして、価格設定の事前公表の方式、これは非常に有効に働く

ものと私は考えております。価格を言うてなかった時代は、やっぱりとりたいで

すので、予定しき 札価格は何ぼやねんということで、担当のところに執拗に情報

の入手に来るなど、そういったことが往々にして起こっておりますし、そういう

点では、こういった事前にきちんと公表していく ということは、いきにいく方法

だというふうに思っているんですけれども、これについて町長の御所見をお伺い

しておきたいと思います。  

その上で、現行の指 名競争入札に応じて くる業者なんですけ れども、こういっ

た規模の工事というのはそう頻繁に出るものではありません が、いつ出るかわか

らない工事の状態に向けて、指名願の２年ごとの更新もきちんと手続をしながら

履行してきているわけであります。実際工事が出たときには、それぞれの指名願

を出している業者さんに案内を出しますけれども、その業者さんは方々に指名願

を出していますので、既にそこで受けていた場合は、うちから指名を出しても応

じてこないというふうな事例もこれまでのところ起こっているということでもあ

ります。  

そういう点でいくな らば、事実上、今般 もそうですけれども 、指名願を出して

いる全業者を指名していることになりますし、その業者さんは、県内に営業所が

あったり近畿圏内に営業所があったりする業者さんになりますので、そういう一

定の条件をつけた上で一般競争入札として実施をしても、そこは事実上変わるこ

とはないもの、若干事務の手続等に時間を要することとか、その辺の煩雑さは出

てきますけれども、基本的な流れは変わらないものというふうに思いますし、一

般競争入札で募集して応じてきた業者の実績なんかを調べるのは、もう今では普

通にできることでありますので、そういう点では難しさも以前に比べれば大分減

ってきているというふうに思います。  

事実上、指名願を出 している業者を指名 するにせよ、一般競 争入札で募集する

にせよ、その辺はそう変わりはないものというふうに判断しますので、そこら辺

は、そういう形で、今後こういった議会議決案件に相当するような額の工事のと

きは、条件をつけた一般競争入札という形に切りかえていっても問題はないので
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はと思いますが、その辺の意向について。  

事前公表している今 回の状況は町長とし てどう 感じているか ということと、一

般競争入札へ切りかえていく意向についてお尋ねをいたします。  

議   長（森本修司君）   教育次長。  

教育次長（栗原 進君）  私のほうから、今回の指名競争入札に当たっての経緯を先に

説明させていただきます。  

議員おっしゃるように、一般競争入札は、正しく運用すれば予算の無駄がなく、

極めて公平かつ透明な制度となることは私も理解しております。しかし、手続が

煩雑で、公告から入札まで２カ月ほど要するということであります。また、 技術

提案を検討する場合には、さらに日数を要するということになります。  

今回の工事について は、文化会館の空調 を使用している時期 を避け実施する必

要、及び契約には議会の議決が必要となっており、年度当初より短期間で入札を

終える必要があるため、県内及び近畿圏での実績のある者を指名した入札を行っ

たものであります。このことにより、今回の議会に上程し、御承認を得られれば、

速やかに工事に着手し、文化会館の空調使用に支障が出ないように努めてまいり

ます。  

公表についてでござ いますが、最低制限 価格と予定価格を公 表しております。

県の最低制限価格の算定基準に基づいて算出しており、公表の基準につきまして

は、川西町建設工事等における予定価格等の事前公表施行要領に基づいて公表を

行っております。  

以上が私からの説明でございます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  それでは、予定価格、最低制限価格の公表についての所見で

ございますが、先ほど議員もお述べであったように、かつては価格の公表をしな

かったことにより、例えば業者さんからの執拗な交渉によって情報漏洩の懸念も

あったというような時代もございました。そういったところから、価格の公表を

することによって職員が安心して仕事ができるというような状況になったと思っ

ておりますし、また、最低制限価格を設けることは工事施工の品質を確保すると

いうことで、最低制限価格を設けないと、いわゆるダンピング競争みたいな形で、

実際の工事の品質が保てないということも起こる可能性もございますので、特に

大きな工事や技術を要する工事については、最低制限価格を設けていく必要があ

るのかなと考えております。  

また、現在、一般競 争入札ではなくて指 名願の出ている業者 に対する入札の所

見に関しましては、先ほど教育次長が申したことと同じ見解でございます。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝 和也君）  価格の事前公表というのは有効に働くものというふうなこと

でありますし、そうやと思います。入札の方法というか、一般競争入札について

は、次長のお答えでは、今般は空調工事をしていかんなんさかいに、その工期 や
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時間や、そういうことをずっと考えると、一般競争入札ではスケジュールが終わ

らへん、そういうこともあって指名競争でやったということで、結局何が問題か

というと、事務の煩雑と応募してきてから請負契約を結ぶまでの時間の問題、こ

ういうことになってきているかなというふうには思います。  

公共工事の入札であ りますけれども、い ずれにしても議会議 決案件というのは

額の大きなものが出てくることになりますし、額の大小に関係なく、それに使わ

れる原資は税金ということになりますので、その支出については慎重であって し

かるべきでありますし、そこに変な忖度が―今はやりの忖度が働くようなことが

あっては、公平性を欠くということにもなりかねませんので、それらをどう防い

でいくかというのが発注する側の問題になってきていると思いますし、公共工事

は施主が住民でありますから、そこが普通の民間の工事の発注者と立場と考え方

の異なる点になってくるかなというふうに思います。  

その点で、先ほど町 長もおっしゃってい ましたように、価格 を事前公表するこ

とによって、業者と職員との癒着、官と業の癒着というものは全然防がれてくる

ことになりますし、また同時に、町長おっしゃったように、ダ ンピング競争があ

りませんから、品質の保持にもつながってくると。できるだけ値切って、安く有

効にという見方に関しては、また違う角度があるかもしれませんけれども、いず

れにしましてもリスクは全然ない、そういうやり方になってくるというふうに思

います。  

ですから、そういう 点で言えば、公金を 適法・適正に支出し て、きちんとした

ものを建ててもらう、購入する、工事をする、こういうことにつながる取り組み

なので、その辺については大体意見は一致しているかなというふうに思います。  

あと、時間的な経緯 の問題、事務の煩雑 という問題でありま すけれども、やっ

ぱりよりオープンにして入札をやっていくということが求められている問題の根

本にありますので、そういう点で言えば、入札の透明性の確保という観点から見

れば、やるかやらんかは別ですけれども、指名競争入札と一般競争入札を比べれ

ば、どちらが透明性が確保できるかということについては答えは出ていると思う

んですけれども、この透明性の確保、公金の支出にかかわる公平性、適法性、公

正性、こういう観点から見て、一般論になるかもわかりませんが、町長 御自身の

一般競争入札に対する御所見をお聞かせいただきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）  芝議員のおっしゃっているとおり、一般競争入札にすること

によって入札の過程の透明性の確保が図れることもあるかと思いますが、一方で、

先ほどからも申し上げていますとおり、今回の例 でもそうですが、事務の煩雑さ

や落札までの時間の長さというのもございます。  

また、指名願を出し ているということは 、本町に対しても興 味を持って事業を

考えていらっしゃる業者さんだという認識もございますので、現在のところは指

名願を受けている業者さんでの応募というのを考えていきたいと思ってお ります。  

以上です。  
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議   長（森本修司君）   ほかに質疑ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   ほかに質疑がないようですので、 質疑を終わり、 討論に入

ります。  

討論ありませんか。  

芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   それでは、追加議案の川西文化会館空調改修工事請負契約

についてに対する討論を行います。  

態度表明は、賛成の立場からのものであります。  

今般の契約について でありますが、最低 制限価格公表のもと 、６者指名、その

うちの１者が辞退、結果、５者が入札し、３者が最低制限価格で並んだことから、

抽選により三機工業が落札業者となり、今般契約を結ぼうというものであります。  

契約金額は４億円を 超す規模の工事高で ありますし、もとよ り公共事業は、そ

の原資が税金の支出になりますので、業者の選定から価格に至るまで適法・適正

に執行されていることが求められていることは言うまでもありません。  

これまで、こうした 入札議案に関しての 本町議会での議論も 専らこの観点で積

み上げられてまいりまして、今日の取り組みとなってきていることは、町長も御

承知のとおりであります。  

今般の業者指名に関 しましては、発注工 事を請け負える能力 を有する本町に指

名願を提出している全業者が対象であり、そこには業者指名に関しては恣意が入

る余地がありません。また、価格についても、最低制限価格を事前公表すること

で、応札額に関して業者との間で癒着の生じる余地もありません。予定価格並び

に最低制限価格を公表することで、その余地はありません。  

効率よく有効な支出 か否かという点が残 る問題となりますが 、その前段の２つ

が公共事業に関しては長らく払拭するべき課題として提起されてきたことからも、

今般の入札に関しては問題はクリアされているものと判断するところであります。  

若干の議論は交わし ましたが、今後とも この方向を拡充し、 現在でも事実上指

名業者の必要性はほとんど生じていませんので、条件 つきの一般競争入札へと移

行することを申し添えるものであります。  

今般の契約締結によ り工事が順調に運び 、今後の文化会館で の各種事業の取り

組みを初め、文化事業が有効に生かされることを念願いたしまして、今般の契約

案については賛成するものであります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   ほかに討論がないようですので、討論を終わり、これより

採決に入ります。  

お諮りいたします。  

議案第３５号に ついて、原案どおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

           （挙手する者あり）  
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議   長（森本修司君）   賛成全員により、 本案件は、原案 のと おり可決することに

決しました。  

以上をもちまして、 本定例会に付議され ました議案について は、全て議了いた

しました。  

お諮りいたします。  

総務・建設経済委員 会、厚生委員会及び 議会運営委員会並び に駅周辺整備特別

委員会、工業ゾーン創出特別委員会 所管に係る議会閉会中の審査事件につきまし

ては、地方自治法の規定に基づき、議会閉会中においても継続して調査並びに審

議したいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）  異議なしと認め、閉会中においても常任委員会及び特別委員

会を開催できることに決しました。  

以上をもちまして、本定例会の日程は全て終了いたしました。  

議員各位には、何か とお忙しい折にもか かわらず、本定例会 に提案されました

諸議案につきまして慎重に御審議賜り、かつ議会運営に御理解のある御協力をい

ただきましたことに対し、議長として厚く御礼申し上げる次第でございます。  

理事者におかれまし ても 、今後も引き続 き厳しい財政環境が 予想されるため、

予算の執行に当たっては、経済性、効率性及び有効性に配慮しつつ、厳正な執行

を望むものであります。また、議員各位から出されました御意見なり要望を十分

に尊重していただき、今後の町政に一層の御努力を賜りたいと存ずる次第でござ

います。  

閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   平成２９年川西町 議会第２回定例会の閉会に当たり、一言

御礼を申し上げます。  

本議会に提出いたし ました各議案につき まして慎重に御審議 を賜り、全議案に

つきまして議決いただきましたことに厚く御礼申し上げます。  

審議を通じ議員各位 から賜りました御意 見、御指摘を真摯に 受けとめまして、

今後の町政に取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員各位におかれま

しては、より一層の御指導、御協力を賜りますことをお願い申し上げまして、閉

会に当たっての御礼の挨拶とさせていただきます。  

ありがとうございました。  

議   長（森本修司君）   これをもちまして、平成 ２９年川西町議会第２回定例会を

閉会いたします。  

ありがとうございました。  

            （午後３時１１分  閉会）  
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(議決の結果 ) 

  
議案番号  件            名  議決月日  審議結果  

承認第３号  
平成 28年度川西町一般会計補正予算の専決処分につい

て 
6月 20日  原案承認  

承認第４号  
平成 28年度川西町国民健康保険特別会計補正予算の専

決処分について  
6月 20日  原案承認  

承認第５号  
平成 28年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算の

専決処分について  
6月 20日  原案承認  

承認第６号  
平成 28年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算

の専決処分について  
6月 20日  原案承認  

承認第７号  
平成 28年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補

正予算の専決処分について  
6月 20日  原案承認  

承認第８号  
平成 29年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補

正予算の専決処分について  
6月 20日  原案承認  

承認第９号  
川西町税条例の一部を改正する条例の専決処分につい

て 
6月 20日  原案承認  

承認第10号  
川西町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専

決処分について  
6月 20日  原案承認  

承認第11号  
川西町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

条例の専決処分について  
6月 20日  原案承認  

議案第28号  平成 29年度川西町一般会計補正予算について  6月 20日  原案可決  

議案第29号  
平成 29年度川西町国民健康保険特別会計補正予算につ

いて  
6月 20日  原案可決  

議案第30号  平成 29年度川西町水道事業会計補正予算について  6月 20日  原案可決  

議案第31号  平成 29年度川西町下水道事業会計補正予算について  6月 20日  原案可決  

議案第32号  川西町行政不服審査会条例の制定について  6月 20日  原案可決  

議案第33号  
川西町放課後児童健全育成施設設置条例の一部を改正

する条例について  
6月 20日  原案可決  

議案第34号  川西町下水道条例の一部を改正する条例について  6月 20日  原案可決  

議案第35号  川西文化会館空調改修工事請負契約について  6月 20日  原案可決  

  


